
出版案内
日本尊厳死協会が会員の皆様にお勧めする必読の書。好評発売中です。

お求めは協会事務局で
いずれも 1100 円（税・送料込）。お名前、住所、購入希望本を明記のうえ、代金を現金書留または定額小為替か切手相当額を同封して
協会事務局（〒113-0033 東京都文京区本郷2-27-8 太陽館ビル501）宛に郵送してください。

医療用麻薬のモルヒネ
適正使用で「痛み」はとれる

人生の最期で迷わないために
尊厳死の「不治かつ末期」
専門医が病態ごとに「不治かつ末期」を分かりやすく説明して
います。あなたの「？」に答えがあります。

▼がんの末期
人工的な栄養・水分の補給は、かえって苦しみを増す？

▼持続的植物状態
延命措置の事前意思表示がない場合、医師や家族はどうしたら？

▼腎不全
「余命」宣告後に、医師から透析療法を勧められたら？

▼救急医療
日本救急医学会が示す「終末期」の判断とは？

▼認知症
「不治かつ末期」をどう考える、延命措置は？

▼老衰
天寿を全うする「老衰死」。平穏な死を妨げるものは何か？

自分の終末期にどのような医療を望むのか、望まないのか。医師た
ちは「具体的な意思表示が大切」と訴えています。

◎激痛から解放された
「痛みが取れ、夜よく眠れて、食欲も出てきた。夢のようです」
― モルヒネの投与で激痛から解放された患者の喜びの声
です。
◎誤解されているモルヒネ
モルヒネの「中毒になり、死期を早める」「がん末期にしか使えない」
といった誤解は、世界の医学界が否定しています。適正に使用す
れば「鎮痛薬の王者」なのです。
◎がん以外の痛みにも効果
帯状疱疹後神経痛、ロコモティブシンドローム、骨粗鬆症による脊
椎の圧迫骨折、バージャー病、閉そく性動脈硬化症など、がん以
外の痛みにも効果があります。
◎専門医がアドバイス
執筆者の１人、加藤佳子医師は、「痛みは本人にしか分からない。
我慢しないで、医師に『痛みを取ってください』と言いましょう」と呼
びかけています。
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会
員
の
օ
༷
、新
年
あ
け
ま
し
て
お

め
で
と
う
ご
͟
い
ま
す
。

日
本
尊
厳
死
協
会
は
今
年
設
立
40
年

を
迎
え
ま
す
。「
尊
厳
死
の
宣
言
書
」（
リ

ビ
ン
グ
・
ウ
イ
ル
ử
Ｌ
Ｗ
）の
ී
ٴ
ܒ

発
活
動
を
ৼ
り
ฦ
り
、今
後
10
年
に
向

か
っ
て
の
課
題
を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

協
会
が
発
଍
し
た
１
９
̓
６
年
は
、

自
宅
で
亡
く
な
る
人
と
病
院
死
亡
者
の

割
合
が
ٯ
転
し
た
年
で
す
。
元
来
、生

老
病
死
と
い
う
出
来
事
は
、家
ఉ
や
家

族
の
い
る
生
活
ۭ
間
で
当
た
り
前
に
ى

こ
っ
て
い
た
の
で
す
。
現
在
は
最
期
ま

で
自
宅
で
過
ご
し
た
い
と
希
望
し
て

も
、そ
れ
が
叶
う
と
考
え
て
い
る
人
は

三
分
の
一
に
満
た
な
い
と
、ް
生
࿑
ಇ

ল
の
全
国
調
査
が
示
し
て
い
ま
す
。

最
ۙ
の
人
口
動
ଶ
౷
計
で
は
、死
亡

者
਺
は
２
０
０
５
年
に
出
生
਺
を
上

回
っ
て
年
々
૿
加
し
、２
０
１
５
年
は

約
１
３
０
ສ
人
と
予
ଌ
さ
れ
ま
す
。
死

亡
場
所
の
割
合（
２
０
１
４
年
）は
、病

院
77
・
�
ˋ
、
老
人
施
設
�
・
�
ˋ
、

自
宅
12
・
�
ˋ
で
し
た
。
病
院
死
は

２
０
１
２
年
を
ピ
ー
ク
に
年
々
ݮ
少

し
、代
わ
っ
て
２
０
０
５
年
に
は
�
・

�
ˋ
に
す
͗
な
か
っ
た
老
人
施
設
で
の

死
亡
が
૿
え
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
昨
年
ळ
に
̣
̝
̠
ス
ペ

シ
Ỿ
ル
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た

が
、老
人
施
設
で
の
看
取
り
が
ੈ
間
に

理
解
さ
れ
ٹ、
ٸ
ൖ
ૹ
さ
れ
ず
に「
老

ਰ
死
」
と
し
て
対
応
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
き
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

10
年
後
は
高
齢
多
死
社
会

さ
て
、10
年
後
の
日
本
は
ど
の
よ
う

な
社
会
に
な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う

か
。
各
छ
౷
計
調
査
は
次
の
よ
う
な
ਪ

ଌ
を
し
て
い
ま
す
。

高
齢
者
人
口
が
約
３
５
０
０
ສ
人
と

ピ
ー
ク
に
ୡ
し
、
そ
の
５
人
に
１
人
、

̓
０
０
ສ
人
が
認
知
症
に
な
る
と
予
ଌ

さ
れ
て
い
ま
す
。
高
齢
者
ੈ
ଳ
の
３

分
の
１
が
一
人
暮
ら
し
で
、そ
の
਺
は

６
８
０
ສ
ੈ
ଳ
に
。
年
間
の
全
死
亡
者

਺
が
約
１
６
０
ສ
人
に
ୡ
し
、う
ち
高

齢
者
が
９
割
を
઎
め
ま
す
。

２
０
２
５
年
の
日
本
は「
高
齢
多
死

社
会
」の
な
か
に
あ
る
の
で
す
。

死
が
ආ
け
ら
れ
な
い
な
ら
、最
適
の

医
療
を
ड
け
な
が
ら
も
無
用
な
延
命
措

置
を
ഉ
除
し
、
納
得
、
満
଍
の
い
く
最

期
を
迎
え
た
い
。
そ
の
た
め
に
Ｌ
Ｗ
は

あ
る
の
で
す
。

有
識
者
検
討
会
で
議
論

協
会
が
発
行
す
る
Ｌ
Ｗ
は
、本
人
の

自
཯
性
に
基
ͮ
く
終
末
期
医
療
に
備
え

た
意
思
表
明
書
と
し
て
、社
会
的
に
高

く
ධ
Ձ
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

ී
ٴ
཰
は
ॾ
外
国
と
ൺ
べ
て
௿
く
、加

え
て
最
ۙ
で
は
、国
民
意
識
の
変
化
や
、

い
わ
Ώ
る「
終
活
」の
広
が
り
を
എ
ܠ

に
、い
ろ
い
ろ
な
ܗ
ࣜ
の
意
思
表
明
書

超
高
齢
社
会
を
迎
え
て

L
W
充
実
に
決
意
を
新
た
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が
発
行
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
協
会

は
一
昨
年
か
ら
協
会
Ｌ
Ｗ
に
関
す
る
有

識
者
ݕ
討
会
を
開
き
、一
年
か
け
て
議

論
し
ま
し
た
。

ݕ
討
会
の
報
告
書
は
協
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
ܝ
ࡌ
し
ま
し
た
。
協
会
Ｌ
Ｗ

は
自
ݾ
決
定
を
基
本
と
す
る
自
཯
性
の

高
い
、包
括
的
内
༰
の
宣
言
書
で
あ
り
、

現
行
の
จ
言
で
適
当
で
あ
る
と
の
結
論

で
し
た
。
し
か
し
、「
ෳ
ࡶ
な
社
会
事
৘

に
対
応
す
る
た
め
に
は
実
効
性
を
高
め

る
工
夫
が
必
要
」と
の
意
見
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

L
W
の
新
た
な
要
件
と
は

す
な
わ
ち
、一
人
住
ま
い
や
認
知
症

の
高
齢
者
が
૿
え
る
こ
れ
か
ら
の
社
会

の
変
化
を
ࢹ
野
に
入
れ
た
新
た
な
Ｌ
Ｗ

を
考
え
る
時
期
に
来
て
い
る
と
い
う
こ

と
で
す
。
具
体
的
に
は
、次
の
必
要
性

が
考
え
ら
れ
ま
す
。

ᶃ
Ｌ
Ｗ
が
自
ݾ
決
定
で
作
成
さ
れ
、本

人
に
意
思
ೳ
力
が
あ
る
こ
と
を
ূ
明

す
る
第
三
者
の
ॺ
名

ᶄ
Ｌ
Ｗ
に
つ
い
て
本
人
意
思
が
ܧ
続
し

て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
ߋ、

新
手
続
き
の
方
法

ᶅ
Ｌ
Ｗ
の
実
効
性
を
担
保
し
医
療
提
供

側
の
協
力
を
得
る
た
め
、家
族
・
਌

族
の
ಉ
意
や
了
解

ᶆ
Ｌ
Ｗ
作
成
後
の
認
知
症
や
病
ଶ
変
化

に
よ
る
意
思
ೳ
力
の
ਰ
退
、消
໓
時

に
、本
人
の
利
ӹ
を
最
大
限
尊
重
す

る
代
理
人
の
બ
೚

Ｌ
Ｗ
は
、自
ݾ
決
定
の
จ
化
が
あ
る

ア
ϝ
リ
Χ
で
始
ま
っ
た
国
民
ӡ
動
で

す
。
１
９
̓
̓
年
、Χ
リ
フ
Ỽ
ル
ニ
ア

州
自
然
死
法
成
立
以
来
、各
州
で
Ｌ
Ｗ

に
対
す
る
法
定
化
が
進
み
、そ
れ
を
ิ

׬
す
る
ز
つ
か
の
࿈
๜
法
が
定
め
ら

れ
ま
し
た
。
現
在
で
は「
Ａ
Ｃ
Ｐ
」や

「
Ｐ
̤
Ｌ
̨
̩
」と
い
う
新
し
い
取
り
組

み
が
広
が
っ
て
き
て
い
ま
す
。�

認
知
症
、独
居
対
応
の
欧
州

Ϥ
ー
ロ
ッ
パ
に
目
を
転
じ
ま
す
と
、

ز
つ
か
の
国
で
Ｌ
Ｗ
を
前
提
に
ಠ
居
高

齢
者
や
終
末
期
の
認
知
症
患
者
に
対
応

で
き
る
立
法
化
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

イ
Ϊ
リ
ス
で
は
、「
知
的
ೳ
力
ධ
Ձ

法
」（
２
０
０
５
年
）で
、認
知
症
な
ど

で
൑
断
ೳ
力
を
ࣦ
っ
て
も
、Ｌ
Ｗ
な
ど

事
前
の
意
思
決
定
が
有
効
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
ド
イ
π
で
は
、２
０
０
９

年
成
立
の「
第
３
次
վ
正
ੈ
話
法
で
、

ੈ
話
人（
日
本
の
成
年
後
見
人
に
相
当
）

は
Ｌ
Ｗ
に
よ
る
患
者
の
指
示
を
実
現
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
あ
り
ま
す
。

日
本
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
家
族
や

਌
族
の
発
言
力
が
強
す
͗
、人
生
の
最

終
段
階
に
お
け
る
医
療
を
必
ず
し
も
自

਎
で
決
め
ら
れ
な
い
現
状
が
あ
り
ま

す
。
議
員
࿈
ໍ
に
よ
る
Ｌ
Ｗ
法
制
化
の

動
き
は
小
ٳ
止
の
状
ଶ
で
す
が
、日
々

こ
の
問
題
に
直
面
し
て
い
る
医
療
介
護

の
現
場
か
ら
は
、法
制
化
を
଴
ち
望
む

੠
を
聞
き
ま
す
。

求
め
ら
れ
る
会
員
の
覚
悟

今
後
の
10
年
を
考
え
る
と
、高
齢
多

死
社
会
に
お
け
る
終
末
期
の
医
療
は
、

私
た
ち
会
員
一
人
一
人
が
覚
悟
を
も
っ

て
決
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
新
た
な

年
を
迎
え
、
Ԥ
ถ
ܕ
Ｌ
Ｗ
を
参
考
に
、

私
た
ち
の
Ｌ
Ｗ
を
ਂ
化
・
発
ల
さ
せ
、

本
人
の
意
思
を
確
実
に
担
保
す
る
࢓
組

み
を
੔
え
た
い
と
考
え
ま
す
。

会
員
の
օ
༷
に
は
、自
ら
が
家
族
ら

と
尊
厳
死
に
つ
い
て
日
ご
ろ
か
ら
意
思

ૄ
通
を
ਤ
り
、
そ
し
て
、
会
員
֦
大
に

౒
め
る
こ
と
に
よ
り
、社
会
に
प
知
・

認
知
さ
せ
る
よ
う
౒
力
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
会
員
の
օ
༷
の
ご

協
力
と
ご
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

̖
̘
ɹ̥

"EWBODF $BSF 1MBOOJOH

ক
来
の
意
思
決
定
ೳ
力
௿
下
に
備
え
、

自
分
の
希
望
す
る
治
療
、大
切
に
し
て

き
た
Ձ
஋
観
、自
分
に
代
わ
っ
て
意
思

を
伝
え
て
く
れ
る
人
な
ど
の
৘
報
を
、

患
者
、
家
族
、
医
療
者
が
共
有
で
き
る

全
体
的
な
ケ
ア
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
。

̥
̤
Ｌ
̨
ɹ̩

1IZTJDJBO 0
SEFST GPS 

-JGF 4VTUBJOJOH 5SFBUN
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か
か
り
つ
け
医
か
ら「
生
命
ҡ
持
治
療

に
当
た
る
」ଞ
の
医
師
や
看
護
師
へ
の

指
示
書
。「
延
命
治
療
が
必
要
に
な
っ
た

と
き
、ま
ず
こ
の
指
示
に
ै
っ
て
下
さ

い
」と
あ
る
。
患
者
の
作
成
し
た
事
前

指
示
書
が
電
子
化
、
ネ
ッ
ト
化
さ
れ
、

ٹ
ٸ
医
療
の
場
な
ど
で
も
よ
り
確
実
に

生
か
さ
れ
る
シ
ス
テ
ム
。

ϝ
Ϟ
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1976年

1976年1979年

設立総会

「尊厳死」
勉強会
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҆
ָ
ࢮ
協
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౰
࣌
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ͷ
ઃ
ཱ
૯
会
͕
։
͔
Ε
ͨ
Ốủ
ຊ
ਓ
ͷ
ر
๬
ʹ
൓
͠
ͨ
Ԇ
໋
͸

ਓ
ؒ
ͷ
ଚ
ݫ
Λ
ই
ͭ
͚
Δ
Ứͷ
΋
ͱ
ʹ
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཯
Ո
Β
໿
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͕
ू
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Ố
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ฉ
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͕
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͞
͘
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ಓ
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ͩ
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Ố
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Ε
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೤
ؾ
͸
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͘
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Ố

協
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ൃ
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ͷ
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΋
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ồ
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Ố
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Ε
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͍
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༿
΋
޿
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ͨ
͕
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会
Ϧ
Ϗ

ϯ
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΢
Π
ϧủ
ੜ
ऀ
ͷ
ҙ
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Ứొ
࿥
（ऀ
会
һ
）͸
̍
೥
ؒ
Ͱ

̎
̌
̌
༨
ਓ
ʹ
ͱ
Ͳ
·
ỳ
ͨ
Ố

ε
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ồ
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ͯ
਺
೥
、
会

һ
਺
͸
ࢥ
͏
Α
͏
ʹ
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ͼ
ͳ

͔
ỳ
ͨ
Ốੵ
ۃ
త
҆
ָ
ࢮ
Λ
ߠ
ఆ
͢
Δ
ஂ
ମ
ͱ
ड
͚
ͱ
Β
Ε
、

ٯ
෩
͕
ڧ
·
ỳ
ͨ
Ố
協
会
װ
෦
͕
ߨ
ԋ
͢
Δ
ژ
౎
େ
ͷ
ֶ
ज़

γ
ϯ
ϙ
͞
͑
த
ࢭ
ʹ
௥
͍
ࠐ
·
Ε
Δ
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དྷ
事
΋
Ố
͜
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͠
ͨ

ͳ
͔
Ͱ
΋
会
һ
͸
ݚ
ڀ
೤
৺
Ͱ
、ͻ
͟
ಥ
͖
߹
ͤ
ͯ
ษ
ڧ
会

Λ
։
͘
ͳ
Ͳ（
Լ
ͷ
ࣸ
ਅ
͸
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೥
）、஍
ಓ
ͳ
ӡ
ಈ
͕
ଓ
͍
ͨ
Ố

ੈ
ք
医
師
会
ủ͕
ଚ
ݫ
ࢮ
ͷ

ݖ
ར
༰
ೝ
Ứͷ
Ϧ
ε
Ϙ
ϯ
એ
ݴ

Λ
ग़
（͠
81
೥
ࠃ、（
಺
ủʹ
ଚ
ݫ
ࢮ
Ứͷ
ߟ
͑
͕
޿
·
ỳ
ͯ
͖

ͨ
Ố
協
会
ʹ
ର
͢
Δ
ޡ
ղ
Λ
෷
͠
Ỷ
͘
͢
Δ
ͨ
Ί
ੵ
ۃ
త
҆

ָ
ࢮ
Λ
൱
ఆ
͢
Δ
৽
ํ
਑
Λ
ଧ
ͪ
ग़
͠
、83
೥ủ
೔
ຊ
ଚ
ݫ

ࢮ
協
会
Ứͱ
名
শ
Λ
վ
Ί
ͨ
Ố
Ϧ
Ϗ
ϯ
ά
΢
Π
ϧ
΋
৽
͠
͘

̏
߲
໨
ͷủ
ଚ
ݫ
ࢮ
ͷ
એ
ݴ
ॻ
Ứͱ
ͳ
Γ
、ӡ
ಈ
͕
ඈ
༂
త
ʹ

̍
̕
̓
̒
೥
̍
݄
20
೔

東
ژ
ɾ
ਆ
ా
Ͱ
ધ
ग़

൓
ର
ӡ
ಈ
Ͱ
ۤ
೉
਺
೥

会
һ
͸
ͻ
͟
ಥ
߹
ͤ

৽
໊
শủ
尊
厳
死
ڠ
会
Ứ

ൃ
ల
の
଍
ֻ
か
Γ
に

写真で語る

協会の歩み
私たち協会は1月20日、設立40周年を迎える。
終末期医療にまだ関心が薄かった時代に、「患
者本人の意思尊重」の灯を掲げ、歩んできた歳
月は日本のリビングウイル運動の歴史そのも
のである。協会40年、時々のエポックを写真で
振り返った。

協会設立40周年
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1983年1991年

1990年
1999年

「宣言書」東海大事件で

研究熱心
自作劇で

ൃ
ల
͢
Δ
ૅ
͕
ங
͔
Ε
ͨ
Ố

຤
ظ
ױ
ऀ
Λ
医
師
͕
҆
ָ

ࢮ
͞
ͤ
Δ
事
݅
͕
౦
ւ
େ
病

院
Ͱ
ൃ
（֮
91
೥
）Ố
ऴ
຤
ظ
医
ྍ
ͷ
๡
͠
͍
࣮
ଶ
͕
࿈
೔
େ

͖
͘
৽
ฉ
・
ς
Ϩ
Ϗ
Ͱ
ใ
ಓ
͞
Ε
ͨ
Ố
協
会
ͷ
஌
名
౓
΋
Ұ

ؾ
ʹ
Ξ
ỽ
ϓ
͠
、৽
ೖ
会
ऀ
͸
91
೥
ʹ
̍
ສ
̔
ઍ
ਓ
、92
೥

ʹ
̎
ສ
ਓ
ͱ
ଓ
͍
ͨ
Ố
ԣ
඿
஍
ࡋ
Ͱ
։
͔
Ε
ͨ
ಉ
事
݅
ͷ
ܐ

事
ࡋ
൑
Ͱ
、協
会
໾
һ
͕
ଚ
ݫ
ࢮ
ͱ
҆
ָ
ࢮ
ͷ
ҧ
͍
ͳ
Ͳ
Λ

ূ
ݴ
͠
ͨ
Ố

社
会
͕
༳
Ε
Δ
ͳ
͔
Ͱ
΋

会
һ
ͷ
ษ
ڧ
会
Ͱ
͋
Δủ
ݚ
ڀ

会
Ứ͸
։
͔
Ε
、ς
ồ
Ϛ
͸
௟
௧
医
ྍ
、ઌ
ਐ
医
ྍ
、ւ
֎
๏

੍
、ೝ
஌
঱
ͱ
ଟ
ذ
ʹ
Θ
ͨ
ỳ
ͨ
Ố
協
会
ઃ
ཱ
ޙ
͔
Β
95
೥

·
Ͱ
̎
̌
̌
ճ
ۙ
͘
։
͔
Ε
、ͦ
ͷ
੒
Ռ
͸
協
会
会
ใ
΍
࿦

ू
Ͱ
ൃ
ද
͞
Ε
ͨ
Ố
90
೥
、౦
ژ
・
ֶ
࢜
会
ؗ
Ͱ
։
͔
Ε
ͨ

ୈ
76
ճ
ݚ
ڀ
会
΋
੝
گ
Ố

౦
ւ
ࢧ
෦
ͷ
य़
ͷ
ू
会
Ͱ

ࣗ
࡞
ủܶ
ࢲ
ͷ
໋
͸
୭
ͷ
΋
ͷ

͔
Ứ͕
ԋ
͡
Β
Ε
（ͨ
99
೥
）Ố
೉
͠
͍
Ԇ
໋
த
ࢭ
ͷ
໰
୊
఺

Λ
ٔ
ۂ
Ͱ
Θ
͔
Γ
΍
͢
͘
ͱ
、医
師
、ห
ޢ
࢜
、ओ
්
Β
ͷ
ࢧ

෦
໾
һ
͕
૯
ग़
Ͱ
ૉ
ਓ
ആ
༏
ʹ
ͳ
Γ
、෣
୆
ʹ
্
͕
ỳ
ͨ
Ố

ࢧ
෦
͸
શ
ࠃ
̕
ϒ
ϩ
ỽ
Ϋ
ʹ
ॱ
࣍
੔
͍
、ࣗ
ओ
ੑ
ͱ
Ξ
Π
σ

Ξ
Λ
ੜ
͔
͠
ͨ
׆
ಈ
Ͱ
会
һ
૿
ڧ
׆
ಈ
Λ
୲
ỳ
ͨ
Ố
ૉ
ਓ
ܶ

ஂ
Ͱ
͸
๺
ւ
ಓ
ࢧ
෦
ͷ
Ѵ
઒
࠙
࿩
会ủ
ϐ
ϯ
ί
ϩ
ܶ
ஂ
Ứͷ
׆

ಈ
΋
Ϣ
χ
ồ
Ϋ
ͩ
ỳ
ͨ
Ố

東
海
େ
病
院
事
݅
の
ি
ܸ

೥
̎
ສ
ਓ
と
会
һ
ٸ
૿

̎
̌
̌
ճ
਺
͑
る
研
究
会

ڠ
会
͕
৘
ใ
ൃ
৴
ݯ
に

ࣗ
࡞
ܶ
Ͱủ
Ԇ
໋
Ứ໰
う

ࢧ
෦
׆
ಈ
の
Ξ
Π
σ
Ξ
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2000年

2004年

2004年

医学教育に提言

ひと役法制化へ署名

世界会議 東京

2004年〜

Ϧ
Ϗ
ϯ
ά
΢
Π
ϧ
Λ
ৄ
͠

͘
ڭ
͑
Δ
医
Պ
େ
ֶ
͸
શ
ࠃ

80
）ߍ
౰
࣌
）ͷ
͏
ͪ
16
ˋ
΄
Ͳ
ͩ
ỳ
ͨ
Ố
協
会
͸
医
ֶ
ڭ
ҭ

ͷ
ݱ
ঢ়
ௐ
ࠪ
Λ
΋
ͱ
ủʹ
ऴ
຤
ظ
医
ྍ
ʹ
ؔ
͢
Δ
ఏ
ݴ
ỨΛ
·

ͱ
Ί
、̎
̌
̌
̌
೥
、จ
෦
ল
、ް
ੜ
ল
ʹ
ཁ
੥
、શ
医
Պ
େ

ֶ
ʹ
ૹ
ỳ
ͨ
Ố
ಛ
ʹ
医
ֶ
ڭ
ҭ
ʹ
ͭ
͍
ͯ
͸ủ
ऴ
຤
ظ
医
ྍ

Λ
ਖ਼
ن
ߨ
࠲
ʹ
͠
、༧
ࢉ
ા
ஔ
ڭ、
һ
഑
ஔ
Λ
Ứͱ
ૌ
͑
ͨ
Ố

ࢮ
ͷ
ݖ
ར
協
会
ੈ
ք
࿈
߹

ͷ
ୈ
15
ճ
େ
会
͕
04
೥
10
݄
、

౦
ژ
Ͱ
։
࠵
͞
Ε
ͨ
Ố
ւ
֎
11
͔
ࠃ
、17
ஂ
ମ
ͷ
୅
ද
Λ
ؚ

Ί
̑
̌
̌
ਓ
͕
ࢀ
Ճ
Ốủ
ଚ
ݫ
ࢮ
ͱ
ೝ
஌
঱
Ứủ
ࢮ
Λ
ૣ
Ί
Δ
બ

୒
Ứͳ
Ͳ
̔
ͭ
ͷ
෼
Պ
会
Ͱ
͸
、಺
֎
ग़
੮
ऀ
ͷ
౼
࿦
͕
෸

ಅ
͠
ͯ
೤
ห
Λ
;
Δ
͏
৔
໘
΋
Έ
Β
Ε
ͨ
Ố

04
೥
、౎
಺
Ͱ
։
͔
Ε
ͨ
೥

࣍
େ
会
Ͱ
࡞
Ո
、੉
ށ
಺
ऐ
ௌ

͞
Μ
͕
ߨ
ԋ
͠
、๽
ҥ
Ͱ
Ϣ
ồ
Ϟ
Ξ
͋
;
Ε
Δ
࿩
͠
Ϳ
Γ
Ͱ

会
৔
Λ
ͱ
Γ
͜
ʹ
͠
ͨ
Ố
ఆ
һ
̔
̌
̌
ਓ
ʹ
̏
ഒ
ͷ
Ԡ
ื
͕

͋
Γ
、౰
೔
͸
ผ
ࣨ
ͷ
Ϟ
χ
λ
ồ
Ͱ
ௌ
͘
ਓ
΋
Ố
ऐ
ௌ
͞
Μ

͸
会
һ
ྺ
͕
長
͘
、ଚ
ݫ
ࢮ
ӡ
ಈ
ͷ
ͨ
Ί
ʹ
ஶ
ड़
΍
ߨ
ԋ
Ͱ

ঁ
ੑ
ύ
ϫ
ồ
Λ
ൃ
ش
͠
ͨ
Ố

ଚ
ݫ
ࢮ
๏
੍
Խ
ͷ
ئ
͍
Λ

ࠃ
会
ʹ
ಧ
͚
Δ
੥
ئ
ॺ
名
ӡ

ಈ
͕
04
೥
͔
Β
֤
஍
Ͱ
ల
։
͞
Ε
ͨ
Ố
ࢧ
෦
େ
会
΍
ߨ
ԋ
会

Ͱ
΋
དྷ
৔
ऀ
͕
ଓ
ʑ
ॺ
名
͢
Δ
ͳ
Ͳ
શ
ࠃ
Ͱ
໿
14
ສ
ਓ
ͷ
ॺ

名
͕
ू
·
ỳ
ͨ
Ố
05
೥
、๏
੍
Խ
ٞ
һ
࿈
ໍ
͕
݁
੒
͞
Ε
、

੥
ئ
ॻ
͸
ऺ
・
ࢀ
྆
院
ٞ
長
ʹ
ఏ
ग़
͞
Ε
ͨ
Ố

त
業
Ͱ
΋
ỳ
と
Ｌ
Ｗ
を

શ
国
ҩ
Պ
େ
に
ఏ
ݴ

಺
֎
ࢀ
Ճ
者
ỏ౼
࿦
෸
ಅ

東
ژ
Ͱủ
ੈ
ք
会
ٞ
Ứ։
͘

ॺ
໊
14
ສ
の
೤
͍
ࢥ
͍

๏
੍
Խ
ӡ
ಈ
の
ݪ
఺

ऐ
ௌ
͞
Μ
ỏ๽
ҥ
Ͱ
ޠ
Γ

ஶ
ड़
Ͱ
΋
ঁ
ੑ
ύ
ϫ
ồ
ൃ
ش
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2013年

2015年

国会審議に

法人格

世代
100歳以上
90 代
80 代
70 代
60 代
50代以下

総数 118,300人

男性 39,302人 女性 78,998人

33％ 67％

62
2738
15103
14272
5186
1941

187
6670
28678
28440
11280
3743

現役世代

高齢者世代
64歳まで

65 歳以上

9％

91％うち80 歳以上45％

56％14％

8％

7％
5％

3％
3％

2％

関東甲信越

25％
東京都

関西

東海

九州
北海道

中国地方
四国

2％ 北陸

東北

13
೥
̎
݄
ࢀ、
ٞ
院
༧
ࢉ
ҕ

һ
会
Ͱ
、ຽ
ओ
ౘ
ҕ
һ
͕
協
会

ͷủ
ଚ
ݫ
ࢮ
ͷ
એ
ݴ
ॻ
Ứύ
ω
ϧ
Λ
ܝ
͛
ͯ
、ऴ
຤
ظ
医
ྍ
΁

ͷ
ର
Ԡ
Λ
࣭
͠
ͨ
Ố
҆
ഒ
৾
ࡾ
ट
૬
͸ủ
ଚ
ݫ
ࢮ
͸
ॏ
ཁ
ͳ

໰
୊
Ố
ݸ
ਓ
͕
๬
·
ͳ
͍
Ԇ
໋
࣏
ྍ
͕
͞
Ε
ͳ
͍
࢓
૊
Έ
Λ

ߟ
͑
ͯ
͍
͖
ͨ
͍
Ứͱ
౴
ห
͠
ͨ
Ố協

会
͸
೚
ҙ
ஂ
ମ
Ͱ
ε

λ
ồ
τ
͠
ͨ
͕
、社
会
త
৴
༻

౓
Λ
ߴ
Ί
Δ
ͨ
Ί
๏
ਓ
֨
ͷ
औ
ಘ
Λ
໨
ࢦ
͠
ͯ
͍
ͨ
Ố
͠
͔

͠
̐
ճ
ʹ
ٴ
Μ
ͩ
ೝ
Մ
ਃ
੥
͸
͍
ͣ
Ε
΋
٫
Լ
・
໳
લ
෷
͍
Ố

๏
ਓ
֨
औ
ಘ
ʹ
΋
ۤ
ಆ
ͷ
ྺ
࢙
͕
͋
Γ
ࠃ、
ͷ
ެ
ӹ
๏
ਓ
վ

ֵ
Ͱ
Α
͏
΍
͘
10
೥
、๏
ਓ
ͱ
ͳ
Γ
、15
೥
̐
݄
Α
Γ
Ұ
ൠ

ࡒ
ஂ
๏
ਓ
ʹ
Ố

国
会
৹
ٞ
にủ
એ
ݴ
書
Ứ

ट
૬
΋
前
޲
き
౴
ห

๏
ਓ
֨
औ
ಘ
に
ۤ
ಆ
਺
ʑ

͍
·
ࡒ
ஂ
๏
ਓ
と
し
て

データで見る会員の現況
男女比は１対２

80代、70代が中心

現役世代は１割未満

支部別会員数の割合

平均年齢77歳（男女とも）

2015年10月現在
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そ
の
瞬
間
ま
で
私
ら
し
く

自
分
で
探
し
た
尊
厳
死
協
会

木
内
み
ど
り�
さ
ん��

ঁ
༏

木
内
み
ど
り
さ
ん
は
、40
代
൒
ば
で

日
本
尊
厳
死
協
会
の
会
員
と
な
り
20
年

余
。
そ
の
思
い
を
東
ژ
・
六
本
木
の
Φ

フ
ィ
ス
で
鈴
木
༟
໵
副
理
事
長
が
イ
ン

タ
ビ
ỿ
ー
し
た
。

65
歳
を
迎
え
て
ま
す
ま
す
お
元
気
で

す
ね
。
協
会
は
今
年
設
立
40
周
年
を
迎

え
ま
す
が
、会
員
の
平
均
年
齢
は
77
歳

で
す
。
高
齢
者
が
多
い
な
か
で
は
早
い

入
会
で
す
が
、何
か
き
っ
か
け
が
。

INTERVIEW

父
が
病
院
内
の
事
ނ
で
亡
く
な
っ
た

と
き
、病
院
や
医
療
の
恐
ろ
し
さ
を
実

感
し
ま
し
た
。
病
院
で
は
死
に
た
く
な

い
と
思
い
ま
し
た
。
10
代
の
こ
ろ
か
ら

「
い
つ
も
自
分
ら
し
く
い
た
い
」と
い
う

気
持
ち
が
す
ご
く
あ
っ
て
、自
分
の
人

生
の
最
期
の
決
定
権
は
持
っ
て
い
た

い
、医
療
者
の
উ
手
に
さ
れ
た
く
な
い

と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

誰
か
に
勧
め
ら
れ
た
の
で
は
な
く
、

ご
自
分
の
意
思
で
、で
す
か
。

そ
う
で
す
。
自
分
で
尊
厳
死
協
会
を

୳
し
た
の
で
す
。
自
分
の
人
生
は
自
分

の
も
の
、ଞ
人
に
ґ
ଘ
し
た
り
౿
み
ࠐ

ま
れ
た
り
し
た
く
な
い「
へ
そ
ۂ
が
り
」

な
ん
で
す（
স
い
）。

୭
で
も
必
ず
死
ぬ
༁
で
そ
の「
死
の

時
」は
બ
べ
ま
せ
ん
。
ど
ん
な
に
お
ۚ

持
ち
で
も
権
力
者
で
も
自
由
に
は
で
き

な
い
。
い
き
な
り
訪
れ
る「
̭
デ
ー
」に

対
応
す
る
心
構
え
は
持
っ
て
い
た
い
と

思
っ
て
き
ま
し
た
。「
自
分
な
り
に
最
期

は
こ
う
あ
り
た
い
」と
決
め
て
お
け
ば
、

「
ど
う
生
き
る
か
」と
い
う
こ
と
も
自
ず

と
決
ま
る
と
、そ
う
思
っ
て
い
ま
す
。

は
っ
き
り
し
た
死
生
観
を
お
持
ち
の

よ
う
に
感
じ
ま
す
が
。

は
い
、ϒ
ー
タ
ン
に
行
っ
た
こ
と
が

あ
る
の
で
す
が
、チ
ベ
ッ
ト
෹
教
に
心

ऒ
か
れ
、た
く
さ
ん
の
本
を
ಡ
み
ま
し

た
。
日
本
の
෹
教
と
は
大
い
に
違
う
。

ϒ
ー
タ
ン
で
は
ど
こ
の
家
族
か
ら
も
一

人
や
二
人
は
お
๥
さ
ん
に
な
る
そ
う

で
、家
族
の
希
望
で
出
さ
れ
た
༮
い
少

年
僧
も
多
く
見
か
け
ま
す
。

僧
੶
に
あ
る
人
は
自
分
の
෺
を
持
た

な
い
、自
分
の
時
間
も
持
た
な
い
人
生

を
બ
ん
だ
人
で
、厳
し
い
࣭
ૉ
な
生
活

を
実
ફ
し
ま
す
。
そ
う
い
う
࢟
が
あ
ち

こ
ち
に
ଘ
在
す
る
か
ら
、い
つ
の
間
に

か
ど
の
人
も
ੈ
ք
は
෺
࣭
だ
け
で
な
い

と
感
じ
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
の
人
ら
し
さ
捨
て

ブ
ー
タ
ン
の
死
生
観

ϒ
ー
タ
ン
人
の
友
ୡ
が
わ
た
し
の
家

に
ധ
っ
た
と
き
、こ
ん
な
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
。
一
緒
に
電
車
に
৐
っ
て
い
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て
、「
見
て
見
て
、
あ
の
人
、
具
合
が
ѱ

そ
う
だ
よ
。
ほ
っ
と
い
て
い
い
の
ʁ
」

と
聞
く
ん
で
す
。
悩
み
を
๊
え
、ർ
れ

切
っ
た
よ
う
に
಄
を
ਨ
れ
て
い
る
人
を

見
て
、ド
キ
ド
キ
す
る
と
い
う
の
で
す
。

ほ
っ
て
お
け
な
い
ん
で
す
Ͷ
。

ϒ
ー
タ
ン
で
は
୭
か
が
死
ぬ
と
そ
の

ॠ
間
か
ら「
そ
の
人
ら
し
か
っ
た
も
の
」

を
ࣺ
て
ま
す
。
Ҩ
体
の
取
り
ѻ
い
も
૴

ّ
の
࢓
方
も
日
本
と
は
大
い
に
ҟ
な
る

よ
う
で
す
。
四
े
九
日
後
に
転
生
す
る

と
き
ま
で
に
、そ
れ
ぞ
れ
の
人
生
か
ら

解
์
さ
れ
る
こ
と
が
最
も
大
切
な
の
で

す
。
だ
か
ら
思
い
出
ࣸ
ਅ
な
ど
も
ビ
リ

ビ
リ
。
Ր
૴
の
後
の
փ
も
౔
と
ࠞ
ͥ
て

౔
ᰴ
಄
に
し
て
ਫ
車
小
屋
に
ฒ
べ
ま

す
。お
ุ
な
ん
で
す
。こ
の
時
期
に
ϒ
ー

タ
ン
で
感
じ
た
こ
と
と
生
来
の「
へ
そ

ۂ
が
り
」が
一
気
に
ま
と
ま
り
、わ
た

し
の「
生
き
方
と
死
に
方
」が
は
っ
き
り

し
て
い
き
ま
し
た
。

そ
う
す
る
と
ご
家
族
と
は
…

夫（
ਫ
野
誠
一
氏
ử
元
西
෢
百
՟
ళ

社
長
）も
協
会
会
員
で
こ
こ
一
、二
年
人

生
の
最
期
に
つ
い
て
は
し
ょ
っ
ち
ỵ
う

話
し
合
っ
て
い
ま
す
。
お
寺
で
の
૴
ّ

は
一
切
な
し
、ռ
名
な
ど
も
っ
て
の
ほ

か
。
ࠎ
ᆵ
、あ
の
ന
い
࣓
器
に
入
れ
ら

れ
て
਑
ۚ
で
ぐ
る
ぐ
る
ר
か
れ
る
の
も

ڋ
൱
。

や
が
て
土
へ
還
る
よ
う

灰
は
骨
壷
で
な
く
木
箱

「
ࠎ
ശ
」を
考
え
て
い
る
の
で
す
。
デ

β
イ
ン
・
サ
イ
ζ
も
だ
い
た
い
決
ま

り
ࢼ、
作
඼
が
そ
ろ
そ
ろ
上
が
っ
て
き

ま
す
。
ࠎ
ᆵ
は
౔
に
ؐ
ら
な
い
け
れ

ど
ࠎ、
ശ
な
ら
や
が
て
地
に
ؐ
り
ま
す

か
ら
。
そ
の
ࠎ
ശ
を
ຒ
め
る
場
所
も
決

め
ま
し
た
。୭
も
行
か
な
い
山
Ԟ
で
す
。

死
ん
だ
ら
わ
た
し
の
こ
と
な
ど
、と
っ

と
と
忘
れ
て
ほ
し
い
。
こ
れ
が
ૉ
直
な

希
望
で
す
。

芸
能
生
活
は
半
世
紀
と
う
か
が
い
ま

し
た
。
こ
の
道
へ
進
ま
れ
た
の
は
。

わ
た
し
の「
へ
そ
ۂ
が
り
」は
小
さ
い

と
き
か
ら
で
、฼
は
そ
の
ล
を
見
ൈ
い

て
い
た
か
ら
、そ
れ
を
ই
つ
け
な
い
よ

う
に
育
て
て
く
れ
た
ん
だ
と
、わ
た
し

自
਎
も
子
ど
も
を
授
か
り
育
て
て
み
て

今
ご
ろ
気
ͮ
く
ん
で
す
。「
へ
そ
ۂ
が

り
」を
お
勧
め
し
ま
す（
স
い
）。

結
局
、
学
ߍ
へ
行
く
の
が
ݏ
で
、
16
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歳
の
と
き
ొ
ߍ
を
や
め
た
ん
で
す
。
ど

う
し
た
ら
よ
い
か
悩
ん
で
い
た
あ
る

日
、新
聞
に「
ܶ
ஂ
四
ق
」の
จ
ࣈ
を
見

つ
け
て
ඈ
び
ࠐ
ん
で
み
ま
し
た
。
人
と

う
ま
く
や
れ
な
い
自
分
で
も
、「
ܶ
ஂ
」

と
い
う
場
所
で
は
生
き
て
い
け
る
か
も

し
れ
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

木
内
さ
ん
と
い
う
と
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ

ビ
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
ド
ラ
マ『
巻

子
の
言
霊
〜
』（
２
０
１
２
年
放
送
）が

思
い
浮
か
び
ま
す
。
交
通
事
故
で
全
身

ま
ひ
と
な
り
、瞼
し
か
動
か
せ
な
い
巻

子
さ
ん
役
を
演
じ
ま
し
た
。

こ
の
ド
ラ
マ
は
、２
０
０
６
年
に
事

ނ
で
、৸
た
き
り
に
な
っ
た
ר
子
さ
ん

の
夫
で
、看
病
を
続
け
た
෋
山
の
松
尾

幸
郎
さ
ん
が
発
৴
さ
れ
た
こ
と
が
き
っ

「
へ
そ
曲
が
り
」か
ら
言
う
と

う
か
つ
過
ぎ
ま
せ
ん
か

か
け
で
始
ま
り
ま
し
た
。
ܦ
Ң
を
知
っ

た
作
家
・
༄
原
三
Ղ
さ
ん
が
本
を
出

൛
、そ
れ
を
ಡ
ん
だ
東
北
新
社
の
プ
ロ

デ
ỿ
ー
サ
ー
が
ド
ラ
マ
化
し
た
い
と
ا

画
、/
)
,
で
実
現
し
ま
し
た
。
�
年

後
、
ר
子
さ
ん
が
亡
く
な
ら
れ
、
松
尾

さ
ん
は
お
৖
さ
ん
の
住
む
ถ
国
に
Ҿ
っ

ӽ
さ
れ
ま
し
た
が
、交
通
事
ނ
ඃ
害
者

の
չ
し
い
思
い
、終
末
期
医
療
に
対
す

る
法
੔
備
が
な
い
日
本
の
状
گ
を
看
病

し
な
が
ら
ੈ
に
訴
え
る

ӡ
動
を
続
け
ら
れ
た
。

わ
た
し
の
ܟ
愛
す
る
日

本
人
で
す
。

終
の
੗
家
を
ถ
国
に

決
め
た
松
尾
さ
ん
か
ら

「
後
は
あ
な
た
が
ộ
」と

言
わ
れ
ま
し
た
。
ୗ
さ

れ
た
੹
೚
を
感
じ
て
、

な
っ
た
で
し
ょ
う
か
ʁɹ

三
ᅳ
࿈
太
郎

さ
ん
が
演
じ
た
末
期
が
ん
患
者
に
病
名

も
余
命
も
告
知
し
な
い
医
師
・
津
川
խ

඙
、こ
の
医
師
に
ٯ
ら
う
看
護
師
を
演

じ
ま
し
た
。
20
年
前
の
力
強
い
作
඼
で

す
。
患
者
、
家
族
と
医
師
、
看
護
師
そ

れ
ぞ
れ
の
関
係
は
今
も
あ
ま
り
変
わ
っ

て
い
な
い
よ
う
で
す
。

『
大
病
人
』で
法
制
化

台
湾
看
護
師
の
ガ
ッ
ツ

こ
れ
は
台
࿷
で
の
お
話
で
す
。
ঁ
性

看
護
師
で
大
学
教
授
の
᪅
可
（ࣜ
チ
Ỿ

Φ
・
ク
ー
・
シ
ー
）さ
ん
が「
大
病
人
」（
中

国
語
൛
）
を
全
国
会
議
員
に
見
せ
て
、

延
命
措
置
中
止
な
ど
の
法
੔
備
の
必
要

を
説
い
て
回
っ
た
そ
う
で
す
。
死
に
逝

く
人
が
置
か
れ
た
ひ
ど
い
状
گ
を
ඳ
き

切
っ
て
い
る
こ
の
ө
画
を
通
し
て
議
論

を
重
Ͷ
、つ
い
に
法
制
化（
҆
ೡ
緩
和

医
療
条
例
、２
０
０
０
年
）が
実
現
さ

れ
ま
し
た
。
画
期
的
な
こ
と
で
す
。
日

本
で
は
い
つ
、法
制
化
で
き
る
か
、人
々

の
関
心
も
ബ
く
、ど
う
し
た
ら
い
い
の

で
し
ょ
う
ộ

木
内
さ
ん
は
３
年
前
、黒
柳
徹
子
さ

フ
Ỽ
ー
ラ
ム
や
ू
会
で
松
尾
さ
ん
が
書

か
れ
た
จ
章
を
ಡ
み
ר、
子
さ
ん
が
௲

ら
れ
た
จ
章
を
࿕
ಡ
し
ま
す
。

「
巻
子
の
言
霊
」伝
え
る

や
れ
ば
大
き
な
力
に

す
る
と「
事
実
」の
重
み
、迫
力
が
伝

わ
り
、シ
ー
ン
と
し
た
会
場
で
ᄾ
Һ
の

੠
が
も
れ
、た
め
ଉ
が
聞
こ
え
る
。
օ

さ
ん
、わ
が
਎
に
ى
き
る
か
も
し
れ
な

い
と
実
感
し
て
く
だ
さ
る
の
で
す
。
で

も
Ͷ
、
こ
の
࿕
ಡ
会
、
続
け
た
い
の
で

す
が
、こ
う
し
た
お
ۚ
に
な
ら
な
い
ا

画
は
୭
か
が
発
ฃ
し
て
動
か
な
け
れ
ば

実
現
し
ま
せ
ん
。難
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

数
多
く
の
出
演
作
品
に
は
終
末
期
医

療
が
テ
ー
マ
の
作
品
も
あ
り
ま
す
ね
。

ҏ
୮
े
三
؂
ಜ
の『
大
病
人
』

（
１
９
９
３
年
）と
い
う
ө
画
を
ご
ཡ
に
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き
う
ち
・
み
ど
り   

女
優

�
�
�
�
年
、愛
知
県
生
ま
れ
。
66
年
、

ܶ
ஂ
四
ق
に
入
ஂ
、5
#
4『
҆
ベ
Τ

の
海
』（
69
年
）で
ド
ラ
マ
デ
ビ
ỿ
ー
し
、

多
く
の
ө
画
、
෣
台
、
テ
レ
ビ
൪
組
に

出
演
し
活
躍
。「
高
齢
社
会
を
考
え
る
」

テ
ー
マ
で
ラ
ジ
Φ
パ
ー
ι
φ
リ
テ
ィ
を

続
け
る
な
ど
活
動
も
多
࠼
。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー

鈴
木�

༟
໵
・
協
会
副
理
事
長（
医
師
、

埼
玉
社
会
保
険
病
院
名
誉
院
長
）

構
成
　
編
集
部
・
白
井
正
夫

写
真
・
八
重
樫
信
之

真
の
豊
か
さ
知
る
女
性
役

誇
り
高
く
演
じ
ま
し
た

ん
の「
徹
子
の
部
屋
」（
テ
レ
ビ
朝
日
）に

出
演
し
、「
還
暦
を
す
ぎ
て
、今
後
お
ば

あ
さ
ん
に
な
る
こ
と
を
受
け
容
れ
て
」

と
話
し
て
い
ま
す
が
、ど
う
し
て
、ど

う
し
て
。
木
内
流
エ
イ
ジ
ン
グ
を
感
じ

ま
す
。

୤
原
発
ू
会
で
࢘
会
を
པ
ま
れ
れ
ば

や
る
し
、原
発
࠶
Ք
ಇ
を
聞
か
れ
れ
ば

「
ϊ
ー
」と
౴
え
、ઓ
૪
に
ಥ
入
し
な
い

た
め
自
分
に
で
き
る
こ
と
は
し
て
い
く

つ
も
り
。
65
歳
で
体
力
の
ਰ
え
は
感
じ

ま
す
が
、ౖ
り
の
Τ
ネ
ル
Ϊ
ー
は
あ
;

れ
る
ば
か
り
。
だ
っ
て
そ
う
い
う
こ
と

ば
か
り
ى
き
て
い
ま
す
も
の
Ͷ
。

以
前
の
女
性
の
良
さ

見
つ
め
な
お
し
た
い

で
も
、今
一
൪
や
り
た
い
と
思
っ
て

い
る
こ
と
は
、１
９
６
６
年
以
前
の
日

本
ঁ
性
の
暮
ら
し
を
見
つ
め
直
し
た

い
。
そ
の
ࠒ
の
ঁ
性
の
ؤ
ு
り
、৻
ま

し
さ
、り
り
し
さ
の
ৄ
ࡉ
を
残
し
た
い

ん
で
す
。
１
９
６
６
年
、ॳ
め
て
原
子

力
発
電
が
Ք
ಇ
し
た
年
、そ
れ
以
前
の

暮
ら
し
と
、そ
れ
以
後
の
暮
ら
し
を
地

方
ご
と
に
記
࿥
し
た
い
。

昨
ळ
に
์
ૹ
の
̣
̝
̠
ド
ラ
マ「
洞

۸
お
じ
さ
ん
」で
70
歳
の
೶
්
役
を
や

り
ま
し
た
。
ઓ
後
の
山
村
の
洞
۸
で
一

人
暮
ら
す
見
知
ら
ぬ
少
年
を
家
に
Ҿ
き

と
ろ
う
と
す
る
話
で
す
。
೶
業
以
外
な

に
も
わ
か
ら
な
い
お
ば
あ
さ
ん
で
す

が
、
人
間
ຯ
๛
か
で
、
Կ
が
大
切
か
よ

く
知
っ
て
い
る
ঁ
の
人
。
う
れ
し
く
っ

て
ތ、
り
高
く
演
じ
ま
し
た
。

経
済
的
豊
か
さ
が
幸
せ
か
と
い
う

と
、必
ず
し
も
…

わ
た
し
、「
言
༿
の
パ
フ
Ỽ
ー
マ
ン

ス
」と
い
う
認
知
症
の
人
に
ࢻ
や
新
聞

を
ಡ
ん
だ
り
、お
話
し
を
す
る
活
動
を

し
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
聞
い
た
知
人
か

ら「
私
の
所
で
も
」と
超
高
ڃ
老
人
ホ
ー

ム
に
呼
ば
れ
ま
し
た
。
ち
ょ
っ
と
఍
߅

が
あ
っ
た
分
、思
い
切
っ
て「
ශ
๡
な

暮
ら
し
」ば
か
り
話
し
ま
し
た
。
ੲ
は

家
族
が
ғ
む
ち
ゃ
Ϳ
台
に
電
౮
が
一

ݸ
。
そ
れ
が
家
族
の
إ
だ
け
を
明
る
く

し
、あ
と
は
ҋ
だ
け
が
ਂ
か
っ
た
。
い

ま
ࣨ
内
は
こ
う
こ
う
と
明
る
く
、光
ྔ

も
調
અ
で
き
る
け
れ
ど
、ど
う
な
ん
だ

ろ
う
ộ
ộ
と
い
う
ࢻ
と
か
Τ
ッ
セ
イ
、

小
説
の
一
部
を
ಡ
ん
で
き
ま
し
た
。

テ
レ
ビ
や
ࡶ
ࢽ
で
ど
こ
か
ֆ
ۭ
事
の

よ
う
な
こ
と
ば
か
り
見
聞
き
し
て
い
る

օ
さ
ん
に
౤
げ
か
け
た
こ
の
へ
そ
ۂ
が

り
の
౤
ٿ
に
、๛
か
な
人
生
を
า
ま
れ
、

最
期
の
時
を
迎
え
て
い
る
ঁ
性
た
ち
が

ૉ
直
に
൓
応
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

わ
た
し
は
、୭
と
も
ಉ
じ
じ
ゃ
な
い

「
自
分
に
と
っ
て
の
ਅ
実
、自
分
に
と
っ

て
の
շ
適
さ
」を
求
め
て
、死
ぬ
ॠ
間

ま
で
自
分
自
਎
で
あ
り
た
い
。
そ
う

思
っ
て
い
ま
す
。
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新雪に遊ぶ　撮影・柴田えみ子さん(旭川市)

●
こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん

山
田
良
子　

89
歳　

愛
媛
県

今
日
ま
で
生
か
さ
れ
て
き
た
感
ँ
に
と
ฏ

成
24
年
の
元
୴
、Կ
か
で
き
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
、ਆ
サ
マ
の
ܒ
示
の
よ
う
に
ු
か

ん
だ
の
が
新
生
ࣇ
の
ス
ケ
ッ
チ
だ
っ
た
。

私
は
ス
ケ
ッ
チ
が
大
޷
き
で
、そ
の
５
年

前
に
ॳ
め
て
の
િ
ଙ
が
生
ま
れ
た
時
、矢
も

१
も
た
ま
ら
ず
、生
後
13
時
間
目
の
إ
を
ඳ

い
た
こ
と
が
あ
っ
た
。

内
Պ
医
だ
っ
た
亡
夫
の
友
人
܂、
島
恵
一
・

松
山
赤
े
ࣈ
病
院
名
༪
院
長
の
お
஥
立
ち

で
࢈、
්
人
Պ
病
౩
に
月
２
回
、大
҆
の
日

を
બ
ん
で
通
い
始
め
た
。
଴
ち
人
は
赤
ち
ゃ

ん
！
こ
の
ت
び
は
言
༿
に
な
ら
な
い
。

Ԗ
ච
で
ඳ
き
、ਫ
࠼
で
৭
෇
け
し
て
１
ຕ

約
30
分
。
昨
Ն
ま
で
に
ÿÿ
ຕ
を
ࠩ
し
上
げ
る

こ
と
が
で
き
た
＝
写
真（
ӈ
が
山
田
さ
ん
）。

デ
ジ
Χ
ϝ
の
時
代
に
ス
ケ
ッ
チ
は
௝
し
い
と

օ
༷
に
ت
ば
れ
た
。

人
と
な
る
た
め
に
生
ま
れ
、か
す
か
に
開

け
た
目
は
、こ
の
ੈ
の
ᚶ
し
さ
に
す
ぐ
閉
じ

る
。ợ
こ
こ
は
あ
な
た
の
お
国
よ
、よ
ー
こ
そ
Ụ

マ
シ
ỿ
マ
ロ
の
よ
う
な
଍
に
৮
れ
て
み
る
。

み
ど
り
子
よ
目
を
開
け
こ
の
ੈ
の
明
る
さ

を
こ
こ
は
ೊ
の
国
サ
ク
ラ
࡙
い
て
る

˔
こ
れ
も
私
の
健
康
法
で
す

磯
野
不
二
夫　

66
歳　

大
阪
府

生
ま
れ
育
っ
た
場
所
で
も
な
い
こ
の
౔
地

で
、ಠ
り
者
の
退
৬
後
を
ど
う
ૹ
ろ
う
か
と

考
え
た
の
は
�
年
前
。
そ
れ
が
今
で
は
、知

り
合
い
が
い
っ
ͺ
い
で
き
、๩
し
い
け
ど
ຖ

日
、ָ
し
く
て
࢓
方
が
な
い
。

老
人
施
設
で
の
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

は
、ચ
୕
の
࢓
方
や
お
か
ず
の
作
り
方
を
教

え
て
も
ら
っ
て
い
る
。
࿕
ಡ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

も
し
て
い
る
が
、市
広
報
と
小
説
で
は
ಡ
み

方
が
違
う
。
リ
ス
φ
ー
と
の
交
ྲྀ
会
も
ָ
し

い
。調

子
に
৐
っ
て
ʁ
赤
い
Ӌ
ࠜ
共
ಉ
ื
ۚ
で

֗
಄
に
立
っ
た
。
生
਎
の
人
間
と
向
き
合
う

と
ۓ
ு
す
る
が
、そ
の
ۓ
ு
感
が
な
ん
と
も

い
い
。
ଞ
人
と
向
き
合
う
こ
と
で
、自
分
は

ੈ
間
に
必
要
と
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
る
。
こ

れ
も
健
康
法
だ
と
最
ۙ
つ
く
ͮ
く
思
う
。

˔
私
の「
超
多
忙
」時
間
表

的
場
信
江　

81
歳　

広
島
市

ே
�
時
、̣
̝
「̠
マ
イ
あ
さ
ラ
ジ
Φ
」の

ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
る
。
ベ
ッ
ト
の
上
で
手
଍

の
ϒ
ラ
ϒ
ラ
ӡ
動
、਎
࢓
෣
し
て
ラ
ジ
Φ
体

ૢ
、そ
れ
か
ら
私
の
1
日
が
始
ま
り
ま
す
。

1
週
間
の
๩
し
い
こ
と
。
週
1
日
は
今
も

講
師
を
し
て
い
る
書
道
教
ࣨ
へ
。
生
֔
学
श

講
座
、ആ
画
の
お
ܤ
古
、੔
体
な
ど
な
ど
。

い
ち
ば
ん
気
を
෇
け
て
い
る
の
は
心
਎
の

リ
ラ
ッ
ク
ス
で
す
。
夫
が
健
在
な
と
き
は
２

人
で
国
内
外
の
旅
を
ָ
し
ん
で
い
ま
し
た

が
、１
人
に
な
っ
て
８
年
余
り
。
い
ま
は
１

人
で
行
動
を
ى
こ
す
こ
と
で
す
。

１
日
１
回
࢓、
事
の
う
ち
だ
が
、ච
を
持

つ
。
そ
し
て
、音
ָ
を
聴
く
。
本
֨
೿
ί
ー

ラ
ス
グ
ル
ー
プ
の
̙
̫
̙
な
ど
を
ָ
し
み
ま

す
。
年
２
、３
回
は
上
ژ
し
て
ί
ン
サ
ー
ト

へ
。フ
Ỹ
ン
と
の
交
ྲྀ
も
生
き
る
ت
び
で
す
。

協
会
会
員
な
の
で
、や
が
て
や
っ
て
く
る

で
あ
ろ
う
病
ຐ
と
の
ಆ
い
も
҆
心
し
て
迎
え

る
こ
と
が
で
き
そ
う
で
す
。
ಉ
じ
く
会
員

だ
っ
た
夫
は
、が
ん
で「
余
命
１
年
」と
宣
告

さ
れ
た
後
、理
解
あ
る
医
師
か
ら
Թ
か
い
心

ひろば
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配
り
の
治
療
を
ड
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
私
も
残
さ
れ
た
日
々
、で
き
る
だ
け
ϙ

ジ
テ
ィ
ϒ
な
感
覚
で
過
ご
す
よ
う
心
ֻ
け
て

ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

「̝
主
夫
歴
」19
年
の
ベ
テ
ラ
ン

吉
開
靖
之　

78
歳　

長
崎
県

両
਌
を
11
年
間
、
在
宅
で
看
取
っ
た
後
、

一
人
暮
ら
し
に
な
っ
た
が
、ྜ
し
く
は
な
い
。

˜
長
い
介
護
の
な
か
で
、家
事
が
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
。
今
で
は
主
夫
ྺ
19
年
。
食

ࡐ
を
求
め
て
調
理
す
る
の
が
ָ
し
み
。

˜
私
は
本
を
ಡ
む
こ
と
し
か
ೳ
が
な
い
が
、

こ
れ
が
あ
っ
た
た
め
、ਏ
い
介
護
の
中
に

あ
っ
て
も
਎
と
心
が
ٹ
わ
れ
た
。

˜
地
元
の
新
聞
に
౤
ߘ
し
て
い
る
。
ಡ
ん
で

「
ड
৴
」す
る
だ
け
で
な
く
、書
い
て「
発

৴
」す
る
大
切
さ
を
感
じ
て
い
る
。

「̃
認
知
症
の
人
と
家
族
の
会
」や「
உ
性
介

護
ネ
ッ
ト
」の
会
員
と
し
て
活
動
中
。
உ

性
は
一
人
暮
ら
し
に
な
る
と
自
宅
に
閉
じ

こ
も
り
が
ち
。
社
会
と
઀
఺
を
保
つ
た
め

に
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
ੵ
極
的
に
出

て
行
く
。

も
ち
ろ
ん
体
調
の
ѱ
い
時
は
不
҆
に
な

る
。私
は
子
供
と
話
し
、「
尊
厳
死
の
宣
言
書
」

も
౉
し
て
い
る
。
ྡ
人
に
は
心
配
を
か
け
な

い
よ
う
に
ຖ
月
の
行
事
予
定
や
ۓ
ٸ
࿈
བྷ
ઌ

を
౉
し
て
い
る
。

ಠ
自
の
生
き
方
を
؏
き
た
い
と
思
う
。

˔
季
節
の
移
ろ
い
を
茶
室
で

野
崎
田
鶴
子　

82
歳　

名
古
屋
市

い
ͮ
く
に
も
฼
在ㆂ

ま
せ
ど
も
฼
を
࿀
う
༮

な
子
の
ご
と
ീ
े
࿏
の
զ
は

97
歳
で
逝
っ
た
฼
。
਱
に
私
に
も
ॱ
൪
が

め
ぐ
っ
て
き
た
。
夫
が
ఱ
に
ঌ
さ
れ
て
30
余

年
、Ӭ
い
Ӭ
い
ಠ
り
暮
ら
し
。
年
々
、体
力

の
ਰ
え
を
感
じ
つ
つ
、床
の
間
に
は「
ܧ
৭

ࢴ
」ळ
の
う
た
の
࣠
を
ֻ
け
、Ֆ
入
れ
に
は

ఉ
か
ら
手
ં
っ
た
ळ
૲
の
と
り
ど
り
を
入
れ

る
。
重
い
お
ז
を
ԡ
し
入
れ
か
ら
Ҿ
き
ず
り

下
ろ
し
ق、
અ
の
移
ろ
い
を
茶
ࣨ
の
し
つ
ら

え
と
し
て
վ
め
る
。
茶
道
こ
そ
体
力
の
必
要

な
大
࢓
事
で
あ
る
。
で
も
ؤ
ு
ろ
う
。
私
の

Ը
師
は
95
歳
の
現
役
で
あ
る
。

だ
が
、明
日
は
Կ
が
ى
き
る
か
分
か
ら
な

い
。
茶
道
を
学
Ϳ
ए
い
方
々
の
お
出
入
り
が

あ
る
ت
び
を
思
い
、終
の
੗
家
と
な
る
で
あ

ろ
う
զ
が
家
に
暮
ら
そ
う
。
リ
ビ
ン
グ
・
ウ

イ
ル
に
は
限
り
な
い
ฏ
҆
を
༩
え
ら
れ
て
い

る
の
だ
か
ら
。

˔
弟
の
死
か
ら
1
年
た
っ
て

金
子
利
代
子　

51
歳　

静
岡
県

昨
年
1
月
、25
年
余
り
৸
た
き
り
だ
っ
た

ఋ
を
看
取
っ
た
。
病
院
か
ら
電
話
を
ड
け
、

ٽ
き
な
が
ら
ペ
μ
ル
を
こ
い
だ
あ
の
פ
い
日

か
ら
、年
が
明
け
て
1
年
で
あ
る
。

私
が
40
代
で
終
਎
会
員
に
な
る
決
意
が
で

き
た
の
も
、ఋ
の
࢟
を
見
て
き
た
か
ら
。
ఋ

は
ए
く
し
て
不
自
由
な
体
に
な
っ
た
た
め
、

˗
˗
˗

編
集
部
よ
り

○
投
稿
の
募
集ɹ

テ
ー
マ
は「
一
人
暮

ら
し
の
知
恵
」
か「
私
の
入
会
動
ػ
」。

８
０
０
ࣈ
以
内
で
。
採
用
に
ࡍ
し
て
ฤ
ू

部
で
୹
く
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

○
写
真
の
募
集ɹ

４
月
߸
に
相
応
し
い
य़

の
෩
ܠ
ࣸ
ਅ
。
਺
年
前
の
ࡱ
Ө
も
可
。
બ

者
は
日
本
ࣸ
ਅ
家
協
会
の
ീ
重
ֽ
৴
೭
氏

で
す
。

い
ず
れ
も
締
め
切
り
は
２
月
15
日
。
協
会

事
務
局
会
報
編
集
部
ま
で
。

リ
ビ
ン
グ
・
ウ
イ
ル
も
知
ら
ず
に
、延
々
と

苦
し
い
延
命
治
療
を
続
け
る
よ
り
な
か
っ

た
。延

命
治
療
を
望
む
人
も
望
ま
な
い
人
も
、

一
度
、自
分
の
人
生
の
終
え
方
を
考
え
、意

思
表
示
を
し
て
ほ
し
い
。
死
生
観
を
き
ち
ん

と
す
る
こ
と
は
、生
き
方
を
き
ち
ん
と
す
る

こ
と
な
の
だ
か
ら
、ए
い
か
ら
と
い
っ
て
無

理
な
こ
と
で
は
な
い
。
車
の
໔
ڐ
を
取
る
ࡍ

に
意
思
表
示
で
き
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。

ఋ
を
看
取
っ
た
後
は
૝
૾
以
上
に
མ
ち
ࠐ

ん
だ
が
、ଞ
人
༷
の
お
役
に
立
ち
た
い
と
の

思
い
で
、昨
य़
か
ら
大
学
通
৴
教
育
部
で
心

理
学
の
ษ
強
を
始
め
た
。
一
प
س
を
無
事
に

終
え
、自
分
の
人
生
を
し
っ
か
り
生
き
て
い

こ
う
と
思
う
。
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支部活動最前線
第
２
回
リ
ビ
ン
グ
ウ
イ
ル
研
究
会
東

海
地
方
会
が
昨
年
11
月
22
日
、「
痛
み
、

苦
し
み
の
な
い
最
期
を
求
め
て
」
を

テ
ー
マ
に
名
古
屋
市
内
の
愛
知
県
医
師

会
館
に
１
２
３
人
が
参
加
し
て
開
か
れ

た
＝
写
真
。
県
医
師
会
、名
古
屋
市
医

師
会
の
共
催
。
中
日
新
聞
社
後
援
。

主
催
者
の
青
木
仁
子
東
海
支
部
長

は
、「
こ
の
テ
ー
マ
は
全
て
の
人
の
願
い

で
す
。
痛
み
を
と
る
の
は
基
本
的
人
権

で
モ
ル
ヒ
ネ
の
適
正
使
用
が
必
要
で

す
。
在
宅
で
の
希
望
を
叶
え
る
に
は
医

療
の
制
度
を
知
る
こ
と
も
大
切
。
医
療

者
と
患
者
予
備
軍
の
私
た
ち
が
本
音
で

議
論
し
ま
し
ょ
う
」と
呼
び
か
け
た
。

基
調
講
演「
在
宅
ホ
ス
ピ
ス
ケ
ア
を

目
指
し
て
」を
行
っ
た
中
島
一
光
医
師

は
、前
国
立
長
寿
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー

緩
和
ケ
ア
診
療
部
長
で
、２
０
１
４
年

に
愛
知
県
大
府
市
に「
い
き
い
き
在
宅

ク
リ
ニ
ッ
ク
」を
開
設
し
た
。

「
僕
は
よ
く『
病
院
を
卒
業
し
て
い

ら
っ
し
ゃ
い
』と
言
い
ま
す
」。
治
療
が

無
力
に
な
っ
た
ら
、病
院
を
卒
業
し
て

（
退
院
し
て
）、そ
の
人
本
来
の
生
活
の

場（
自
宅
）に
戻
る
こ
と
の
勧
め
だ
。

中
島
さ
ん
は
患
者
に
考
え
方
を
切
り

替
え
る
よ
う
求
め
る
。「
苦
痛
を
和
ら
げ

る
医
療
と
ケ
ア
を
提
供
し
ま
す
。
そ
の

た
め
に
医
療
用
麻
薬
を
適
切
に
使
い
ま

す（
麻
薬
へ
の
誤
解
を
解
い
て
く
だ
さ

い
）。
延
命
治
療
は
し
ま
せ
ん
。
苦
痛

緩
和
以
外
は
で
き
る
だ
け
自
然
に
い
き

ま
し
ょ
う
」と
説
明
す
る
と
い
う
。

「
痛
み
や
苦
し
み
を
取
り
除
き
、
日

常
生
活
の
中
で
看
取
り
を
支
え
て
い

く
。そ
れ
が
在
宅
ホ
ス
ピ
ス
ケ
ア
で
す
」

３
６
５
日
24
時
間
対
応
す
る
専
門

チ
ー
ム
の
い
る
こ
と
が
不
可
欠
で
、患

者
・
家
族
は「
家
で
死
に
た
い
」「
家
で

看
取
り
た
い
」と
い
う
は
っ
き
り
し
た

意
識
を
持
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
。

続
く
体
験
発
表
で
、肺
が
ん
の
夫
の

希
望
を
叶
え
て
自
宅
で
看
取
っ
た
松
原

滋
子
さ
ん
が
、「
電
話
を
す
れ
ば
20
分
で

来
て
く
れ
る
在
宅
支
援
診
療
所
に
出
会

え
ま
し
た
。あ
り
が
た
い
こ
と
で
し
た
」

と
語
っ
た
。
中
島
さ
ん
の
指
摘
す
る
条

件
を
満
た
し
た
ケ
ー
ス
だ
っ
た
。

村
松
鈴
子
さ
ん
は
、51
歳
の
娘
さ
ん

が
乳
が
ん
の
肺
転
移
で
夜
も
眠
れ
な
い

ひ
ど
い
咳
に
苦
し
め
ら
れ
た
。
旧
友
の

青
木
支
部
長
か
ら「
モ
ル
ヒ
ネ
は
ひ
ど

い
咳
に
も
効
く
」と
教
え
ら
れ
、使
用

に
消
極
的
な
医
師
に「
必
死
で
お
願
い

し
ま
し
た
。
必
死
で
し
た
」。
そ
の
か

い
が
あ
り
、「
娘
は
最
期
の
３
週
間
余

り
、
苦
痛
も
ほ
と
ん
ど
な
く
、
旅
立
つ

こ
と
が
で
き
ま
し
た
」。

意
見
交
換
に
1
時
間

「
い
き
い
き
在
宅
ク
リ
ニ
ッ
ク
」の
横

江
由
理
子
看
護
部
長
か
ら
は
、患
者
が

事
前
に
意
思
表
示
し
て
い
て
も
、決
断

を
迫
ら
れ
る
家
族
の
ジ
レ
ン
マ
と
苦
悩

に
つ
い
て
具
体
例
の
紹
介
が
あ
っ
た
。

締
め
く
く
り
の「
み
ん
な
で
一
緒
に

考
え
る
」意
見
交
換
に
は
、た
っ
ぷ
り

１
時
間
が
当
て
ら
れ
た
。
発
言
が
相
次

ぐ
な
か
、「
Ａ
Ｃ
Ｐ（
ア
ド
バ
ン
ス
・
ケ

ア
・
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
、意
思
決
定
支
援

計
画
）」が
話
題
の
ひ
と
つ
に
な
っ
た
。

中
島
さ
ん
は
、「
僕
は
リ
ビ
ン
グ
・
ウ

イ
ル
を
書
い
て
お
く
こ
と
は
大
事
だ
と

思
う
。
そ
れ
を
も
っ
て
、医
療
者
と
話

し
合
い
を
す
る
。
そ
れ
が
Ａ
Ｃ
Ｐ
で

す
」「
み
ん
な
で
話
し
合
っ
て
最
善
を
決

め
る
。
そ
れ
が
日
本
人
ら
し
い
、終
末

期
の
在
り
方
を
決
め
る
や
り
方
だ
と
思

う
。
た
だ
し
、『
患
者
中
心
』を
絶
対
忘

れ
て
は
い
け
な
い
」と
語
っ
た
。

あ
っ
と
い
う
間
の
３
時
間
。ア
ン
ケ
ー

ト
に
こ
う
記
し
た
参
加
者
も
い
た
。

「
家
族
の
い
な
い
一
人
暮
ら
し
。
自

宅
で
死
を
迎
え
た
い
。
今
日
の
話
で
死

に
対
す
る
恐
れ
が
少
な
く
な
っ
た
」

病
院
を「
卒
業
」し
て
家
に
帰
る

Ｌ
Ｗ
研
究
会
東
海
地
方
会
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支部活動最前線
第
２
回
リ
ビ
ン
グ
ウ
イ
ル
研
究
会
九

州
地
方
会
が
昨
年
９
月
26
日
、「
あ
な
た

が
決
め
る
医
療
と
ケ
ア
〜
事
前
指
定
書

は
ど
う
生
か
さ
れ
る
か
」を
テ
ー
マ
に

熊
本
市
内
で
開
か
れ
た
。
参
加
１
９
３

人（
う
ち
非
会
員
１
１
６
人
）。

表
参
道
吉
田
病
院（
熊
本
市
）の
田
中

不
二
穂
副
院
長
と
済
生
会
熊
本
病
院
の

村
本
多
江
子
副
看
護
部
長
が
報
告
し

た
。表

参
道
吉
田
病
院
の
事
前
指
定
書

は
、心
肺
停
止
で
の
蘇
生
措
置
や
人
工

呼
吸
器
、食
べ
ら
れ
な
く
な
っ
た
時
の

胃
ろ
う
、中
心
静
脈
栄
養
な
ど
13
項
目
。

本
人
意
思
の
確
認
は
難
し
く
、こ
れ

第
３
回
リ
ビ
ン
グ
ウ
イ
ル
研
究
会
北

海
道
地
方
会
が
昨
年
10
月
30
日
、札
幌

市
内
で
開
催
さ
れ
、１
５
２
人
が
参
加

し
た
。

札
幌
市
で
在
宅
訪
問
診
療
を
行
っ
て

い
る
静
明
館
診
療
所
の
矢
崎
一
雄
院
長

は
、基
調
講
演
で「
訪
問
診
療
か
ら
み

た
看
取
り
の
現
状
」を
紹
介
し
た
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
テ
ー
マ
は「
認

知
症
患
者
と
リ
ビ
ン
グ
・
ウ
イ
ル
」。

第
1
回「
認
知
症
と
介
護
と
尊
厳
死
」、

第
２
回「
認
知
症
と
終
末
期
医
療
」に
続

い
て
こ
の
問
題
を
掘
り
下
げ
た
。

静
明
館
診
療
所
の
大
友
宣
医
師
は
、

「
訪
問
診
療
で
は
８
割
以
上
が
認
知
症

患
者（
が
ん
で
認
知
症
な
ど
も
含
む
）

で
、末
期
の
人
も
多
い
。
認
知
症
の
人

事
前
指
定
書
の
生
か
し
方

認
知
症
患
者
と
事
前
指
示
書

ま
で
出
さ
れ
た
72
通
の
ほ
と
ん
ど
が
家

族
に
よ
る
も
の
だ
っ
た
。
済
生
会
熊
本

病
院
の
昨
年
度
の
調
査
で
も
、本
人
の

意
志
確
認
は
6
人（
11
%
）だ
っ
た
。

田
中
さ
ん
は
、「
元
気
な
う
ち
に
本
人

意
思
を
示
す
方
法
を
確
立
し
な
け
れ

ば
、終
末
期
医
療
の
現
状
は
変
わ
ら
な

い
」と
事
前
指
定
書
の
必
要
性
を
訴
え

た
。協

会
の
岩
尾
總
一
郎
理
事
長
は
基
調

講
演
で
、「
協
会
の
包
括
的
な
Ｌ
Ｗ
を
広

め
て
法
制
化
を
実
現
す
る
。
そ
の
ベ
ー

ス
の
上
に
次
の
段
階
と
し
て
よ
り
具
体

的
な
も
の
を
考
え
た
い
」と
説
明
し
た
。

パ
ネ
ル
討
論
で
は
、藤
木
美
才
弁
護

士（
医
師
）が「
事
前
指
定
書
の
効
力
」を

説
明
し
、会
員
・
患
者
の
立
場
か
ら
龍

寛
、堀
尾
鐵
三
の
各
氏
も
発
言
し
た
。

参
加
者
に
は
会
場
で
配
布
し
た
事
前

指
定
書
に
記
入
し
て
も
ら
っ
た
＝
写

真
。「
終
活
に
リ
ビ
ン
グ
・
ウ
イ
ル（
事

前
指
定
書
）を
備
え
よ
う
！
」と
い
う
熊

本
宣
言
を
採
択
し
て
閉
会
し
た
。

が
ど
の
よ
う
に
最
期
を
過
ご
せ
る
か
を

考
え
る
こ
と
が
重
要
」と
話
し
た
。
そ

の
た
め
に
も
、「
ア
ド
バ
ン
ス
・
ケ
ア
・

プ
ラ
ン
ニ
ン
グ（
Ａ
Ｃ
Ｐ
）を
勧
め
た

い
」と
い
う
。
今
後
の
治
療
・
療
養
に

つ
い
て
、
患
者
、
家
族
と
ケ
ア
提
供
者

が
あ
ら
か
じ
め
話
し
合
う
も
の
だ
。
話

し
合
い
の
結
果
は
書
面
に
し
て
、定
期

的
に
見
直
し
、関
係
者
が
共
有
す
る
。

「
札
幌
認
知
症
の
人
と
家
族
の
会
」の

大
内
小
百
合
事
務
局
長
は
、「
家
族
の

会
」が
作
成
し
た『
私
の
手
帳
』を
紹
介

し
た
。「
残
さ
れ
た
日
々
の
過
ご
し
方
」

と
し
て
、延
命
治
療
に
関
す
る「
私
の

願
い
」を
意
思
表
示
す
る
ペ
ー
ジ
を
設

け
て
い
る
。

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
&
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

「
ト
ト
ロ
の
森
」の
看
護
師
、馬
場
恵
子

さ
ん（
支
部
理
事
）は
、「
認
知
症
の
方
々

に
居
心
地
の
良
い
場
所
を
提
供
す
る
」

取
り
組
み
を
語
っ
た
。

恒
例
の
歌
の
時
間
に
は
、「
赤
と
ん

ぼ
」な
ど
を
み
ん
な
で
歌
っ
た
＝
写
真
。

北
海
道

Ｌ
Ｗ
研

九　

州

Ｌ
Ｗ
研
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支部活動最前線
第
２
回
リ
ビ
ン
グ
ウ
イ
ル
研
究
会
四

国
地
方
会
が
昨
年
11
月
29
日
、高
松
市

内
に
90
人
が
参
加
し
て
開
か
れ
、「
人
生

の
最
終
章
を
ど
う
生
き
る
か
」を
テ
ー

マ
に
、施
設
・
自
宅
・
病
院
で
の
看
取

り
の
現
状
と
そ
の
課
題
な
ど
を
話
し

合
っ
た
＝
写
真
。

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
香
東
園（
さ

ぬ
き
市
）
生
活
相
談
員
の
丸
山
良
太
、

六
車
太
郎
の
両
氏
は
、妻（
92
）の
終
末

期
を
認
め
た
く
な
い
夫
の「
心
の
揺
れ
」

に
寄
り
添
い
な
が
ら
、納
得
い
く
看
取

り
ケ
ア
が
で
き
た
事
例
を
報
告
し
た
。

「
利
用
者
の
重
度
化
が
進
み
、
本
人
の

代
弁
者
と
な
る
家
族
と
の
関
わ
り
が
重

要
に
な
る
。
利
用
開
始
時
か
ら
看
取
り

ケ
ア
は
始
ま
っ
て
い
る
と
い
う
意
識
が

必
要
」と
言
う
。
多
胡
護「
香
東
園
」医

務
部
長
は
、「
自
然
に
逝
く
」こ
と
の
大

切
さ
を
強
調
し
た
。

在
宅
医
療
・
看
取
り
を
行
う「
あ
さ

ひ
ク
リ
ニ
ッ
ク
」（
高
松
市
）の
西
口
潤

院
長
は
、在
宅
で
看
取
る
側
と
看
取
ら

第
２
回
リ
ビ
ン
グ
ウ
イ
ル
研
究
会
東

北
地
方
会
が
昨
年
９
月
13
日
、「
大
災
害

死
・
尊
厳
死
・
臨
床
宗
教
師
〜
宗
教

者
に
し
か
行
え
な
い
終
末
期
ケ
ア
」を

テ
ー
マ
に
、
仙
台
市
内
で
開
か
れ
た
。

約
１
４
０
人
が
参
加
し
た
。

東
北
大
学
で
臨
床
宗
教
師
養
成
講
座

を
担
当
す
る
高
橋
原
・
准
教
授
が
基
調

講
演
し
た
。
布
教
を
目
的
と
せ
ず
、病

む
人
・
苦
し
む
人
の
心
に
宗
教
者
と
し

て
寄
り
添
う
臨
床
宗
教
師
は
、東
日
本

大
震
災
の
翌
年
か
ら
養
成
が
始
り
、こ

れ
ま
で
に
僧
侶
や
牧
師
ら
延
べ
１
１
４

人
が
講
座
を
修
了
し
て
い
る
。

岐
阜
県
大
垣
市
の
沼
口
医
院
で
は
、

臨
床
宗
教
師
の
僧
侶
が
在
宅
ケ
ア
チ
ー

ム
の
一
員
と
し
て
活
躍
中
だ
。
大
阪
の

最
終
章
を
ど
う
生
き
る
か

臨
床
宗
教
師
と
尊
厳
死

れ
る
側
、そ
れ
ぞ
れ
に
心
構
え
が
必
要

だ
と
訴
え
た
。

綾
川
町
国
民
健
康
保
険
陶
病
院（
香

川
県
）の
大
原
昌
樹
院
長
は
、胃
ろ
う

の
造
設
を
例
に「
尊
厳
死
と
い
っ
て
も

1
人
ひ
と
り
理
解
が
違
う
」「
家
族
が
困

ら
な
い
た
め
に
も
事
前
指
示
書
が
必
要

だ
」と
語
っ
た
。

「
が
ん
患
者
会
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
香
川
」

瓜
生
幸
子
会
長
か
ら
は
、「
限
ら
れ
た
人

生
を
ど
う
生
き
る
か
」の
提
案
が
あ
っ

た
。
協
会
の
岩
尾
總
一
郎
理
事
長
は
協

会
の
最
新
動
向
を
説
明
。
野
元
正
弘
支

部
長
が
座
長
を
務
め
、支
部
・
香
川
の
福

森
誠
一
代
表
が
閉
会
の
辞
を
述
べ
た
。

西
栄
寺
は
訪
問
看
護
事
業
を
始
め
た
。

熊
本
の
キ
リ
ス
ト
教
教
会
で
は
牧
師
と

僧
侶
が
一
緒
に「
傾
聴
喫
茶
」を
開
く
な

ど
、活
動
が
広
が
っ
て
い
る
。

高
橋
准
教
授
は
、「
宗
教
者
は
苦
し
む

人
に
向
き
合
う
覚
悟
を
も
っ
て
い
る
。

死
後
に
つ
い
て
問
わ
れ
れ
ば
、自
分
な

り
の
死
生
観
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き

る
。
超
高
齢
多
死
社
会
に
宗
教
者
の
果

た
す
役
割
は
大
き
い
」と
訴
え
た
。

宮
城
県
栗
原
市
の
曹
洞
宗
僧
侶
、高

橋
悦
堂
さ
ん
＝
写
真
＝
は
、在
宅
緩
和

ケ
ア
を
進
め
る
医
院
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ス
タ
ッ
フ
と
し
て
患
者
や
家
族
、医
療

者
の
心
の
ケ
ア
に
あ
た
っ
て
い
る
。「
私

た
ち
は
、自
分
が
明
日
ど
の
よ
う
に
死

ぬ
の
か
分
か
ら
な
い
。『
死
ぬ
こ
と
』『
生

き
る
こ
と
』に
対
す
る
感
じ
方
を
育
ん

で
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
」。

宮
城
県
名
取
市
の
仮
設
住
宅
で
訪
問

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て
い
る
目
黒
奈
緒

美
さ
ん
は
、岩
手
県
に
住
む
父
を
震
災

の
津
波
で
亡
く
し
た
体
験
を
話
し
た
。

四　

国

Ｌ
Ｗ
研

東　

北

Ｌ
Ｗ
研
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東北支部 ὸ 022-217-0081

北海道支部 ὸ 011-736-0290

関東甲信越支部 ὸ 03-5689-2100

支部活動 2016 冬～春

おしゃべり広場
テーマ　尊厳死と終末期について
�月��日、�月��日、�月��日
いずれも火曜日、午前10時～正午
札幌エルプラザ ４階大研修室Ａ
先着24人　予約不要

旭川懇話会 おしゃべりサロン
�月�日（火）　午後1時から
ときわ市民ホール （旭川市）
会員と市民の気楽な集いです

石狩南部懇話会  冬季研修会
�月�7日（土）　午後１時～３時
会場　北ガス文化ホール
　　 (旧千歳市民文化センター )視聴覚室
　　　（JR千歳駅　徒歩７分）
テーマ　「認知症・寝たきり予防・
　　　　　　　終末期の本人による意思決定」
講師　宮本礼子・桜台明日佳病院
ɹɹɹɹɹɹɹɹ認知症総合支援センター長

サロン in 本郷（会員交流の場）
お茶を飲みながら尊厳死等について話しま
しょう。 要予約
�月 8日、��日　�月��日、��日
�月��日、��日　いずれも金曜日
午後1時半～ 3時　会場は新支部事務所

支部移転のお知らせ
支部事務所は協会本部事務所内に移転しました。
【新住所】〒113-0033 東京都文京区本郷2-27-8
　　　　太陽館ビル501
電話・fax番号は変わりません
　　　fax：03-5689-2141

第19 回  「仙台駅横 交流サロン」
�月��日（金）　午後2時～ 3時半
せんだいアエル 6階特別会議室　
（JR仙台駅西口　徒歩３分）
テーマ　「辛さ、うれしさもあり　在宅介護」
どなたでも気軽にどうぞ
第20回サロンは4月15日(金)、時間・場所とも同
じ

第４回 新春懇話会 in 安比
�月�0日(土)　午後1時半～３時半
ホテル安比グランド 会議室
講演　「生涯現役
　　　  だれかの役に立つコミュニティづくり」
講師　千葉喜久也・東京有明医療大学
　　　　　　　　　看護科准教授
希望者対象の見学会（午後4時～ 6時）　サービス
付き高齢者住宅「オークフィールド八幡平」
主催：東北支部　参加無料　どなたでもどうぞ
問合せ先　「かわせみの家サロン」川島さん
　　　　　☎080-3009-8810

公開講演会 in 宇都宮
�月��日（土）　࣌�ޙޕʙ 　൒ʣ࣌�ʢ։৔࣌�
栃木県総合文化センター ３階 特別会議室　（宇都宮市本町1-8）

⾣テーマ　「終活　安らかな看取り」
⾣講師　鈴木裕也・協会副理事長、埼玉社会保険病院名誉院長　　定員200人　無料　予約不要
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支部活動 2016 冬～春

リビングウイル懇話会 in 静岡
�月�8日（日）　࣌�ޙޕ൒ʙ Βʣ͔࣌�ʢड෇࣌�
静岡音楽館AOI  7階ホール　（JR静岡駅北口すぐ西）　 定員300人
⾣講演　「認知症と自己決定」　
⾣講師　青木仁子
　協会副理事長・東海支部長　
　弁護士

東海支部 ὸ 052-481-6501

⾣講演　「すこやかに長生きできるために」
ɹ永山正雄ࢣߨ⾣
　国際医療福祉大学熱海病院副院長
　神経内科教授

北陸支部 ὸ 076-232-0900

四国支部 ὸ 089-993-6356

石川県地区懇談会
�月�0日（土）　午後1時半～ 3時半
金沢市文化ホール 3階会議室
テーマ　「終末期医療の実際」（仮題）
講師　喜多正樹支部理事
参加無料

富山県地区懇談会
�月��日(土)　午後１時～４時
富山県民会館 ７階704号室
テーマ　「自宅で最期を迎えたい　その条件は」
講師　喜多正樹支部理事
意見交換　金川琢雄支部長、富山県支部理事ら
と　参加無料

徳島・公開講演会
�月�日（日）　午後1時半～ 3時半
ふれあい健康館 １階ホール（徳島市）
豊田健二・徳島市医師会在宅医療連携委員長が
在宅医療や自宅での看取りなどを語る。
無料　自由参加

高知・会員懇談会
�月��日（日）　午後1時半～ 3時半
近森病院管理棟 ３階会議室（高知市）
テーマ　「人生の最終段階における医療につい
て、ご家族と話し合っていますか～私達と考え
てみましょう」
パネリスト　北村龍彦（医師）、秋山保之（歯科医
師）、田村裕（弁護士）、小松倫子（訪問看護ステー
ション）、大久保千尭（宮司）
いずれも支部理事または支部・高知理事

支部サロン「喫茶去だんだん」
�月8日　新春お茶会
�月�日　私の入会理由
�月�日　終の棲家に望む事
いずれも支部事務所　1時半～ 3時半

趣味あれこれ会
�月��日、�月��日、�月�8日
いずれも支部事務所　1時半～ 3時半
百人一首や絵手紙などをご一緒に
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支部活動 2016 冬～春

第1回  日本リビングウイル研究会中国地方会 in 出雲
シンポジウム  ʮऴ׆ͱ஍ҬแׅέΞʹ͍ͭͯ͑ߟるʯ（仮題）
�月��日（土）　࣌�ޙޕʙ ࣌�
出雲市民会館 301会議室　
申し込み（要予約）　 定員100人、どなたでも可。
2月1日以降にメールまたはファクスで、氏名、電話番号、参加人数を支部までお知らせください。
Ｆ Ａ Ｘ 　082(244)2048
Ｅメール　chugoku@songenshi-kyokai.com
共催（予定）　出雲医師会　出雲在宅ケア研究会

中国地方支部 ὸ 082-244-2039

関西支部 ὸ 06-4866-6365

第 8 回  サロン交流会
�月�0日（土）　午後1時半～ 3時半
テーマ　「両親の介護から考えること」
会場　支部事務所
（大阪市淀川区宮原4-1-46 新大阪北ビル702号）
定員15人　要予約　早めに支部まで
担当　浦嶋偉晃支部理事

定例サロン
お好きな時間に「終末期の諸問題について」語り
合いましょう。
�月�、��、��、��日
�月�、 �、��、��日
�月�、 8、��、��、��日
いずれも午後1時～ 4時、支部事務所にて

出前講座を開きましょう！
出前講座とは
支部理事が講師となり、用意していただいた場所に出向いて
「リビング・ウイルとは何か」等をやさしく説明する、１時間半
ほどのミニ勉強会です。
疑問や質問にもお答えします。非会員だけでなく、会員の皆様
も理解を深める良い機会となります。

「出前先」はこんな場所
公民館や敬老会の催し、趣味の会、企業の勉強会など様々です。
場所は問いませんが、会場費は負担していただきます。

「出前先」をご紹介ください
昨年度は全国で計117回開かれ、5000人が参加しました。仲間
を増やしたいですね。お問い合わせは支部まで。
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協
会
ฤ
ஶ『
モ
ル
ヒ
ネ
は
௟
痛
薬
の

Ԧ
者ɹ

あ
な
た
の
痛
み
は
と
れ
る
』は

昨
年
２
月
に
発
行
以
来
、多
਺
の
ご
ߪ

ಡ
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。「
痛
み
」に

苦
し
む
会
員
や
そ
の
ご
家
族
が
多
い
か

ら
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

と
こ
ろ
が
最
ۙ
、「
痛
み
を
取
っ
て
く

れ
る
医
師
が
見
つ
か
ら
な
い
」と
い
う

切
実
な
੠
が
聞
か
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
こ
の
問
題
を
、本
の
ฤ
ू
長
を

務
め
た
青
木
仁
子
協
会
副
理
事
長（
東

海
支
部
長
）に
聞
き
ま
し
た
=写
真
。

―
医
療
用
麻
薬
モ
ル
ヒ
ネ
を「
痛
み
」

治
療
に
使
用
し
て
く
れ
る
医
師
は
本
当

に
少
な
い
の
で
す
か
。

は
い
。
こ
ん
な
に
ਂ
ࠁ
だ
と
は
思
っ

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

が
ん
患
者
さ
ん
の
痛
み
取
り
は
が
ん

専
門
医
担
当
で
す
か
ら
、
病
院
医
、
在

宅
医
の
Կ
れ
も
༰
қ
に
見
つ
け
ら
れ
ま

す
。
し
か
し
、非
が
ん
の
、ଳ
状
᙮
਄
、

ࠊ
痛
、ѹ
迫
ࠎ
ં
౳
々
の
患
者
さ
ん
の

「
モ
ル
ヒ
ネ
で
痛
み
を
と
っ
て
く
れ
る

医
者
、病
院
を
教
え
て
ほ
し
い
」と
い

う
切
実
な
願
い
に
協
会
は
対
応
で
き
て

い
ま
せ
ん
。応
じ
て
い
た
だ
け
る
医
師
、

病
院
の
ଘ
在
実
ଶ
が
分
か
っ
て
い
な
い

の
で
す
。

―
何
故
少
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

モ
ル
ヒ
ネ
に
対
す
る
ࠜ
強
い
誤
解

（
医
師
も
市
民
も
）が
原
Ҽ
で
す
。
医
療

用
麻
薬
の
モ
ル
ヒ
ネ
を
覚
੧
ࡎ
と
۠
別

で
き
な
い
市
民
が
୔
山
い
ま
す
。
モ
ル

ヒ
ネ
を
麻
薬
中
ಟ
、ഇ
人
に
な
る
ා
い

薬
と
の
イ
ϝ
ー
ジ
が
、ア
ϔ
ン
ઓ
૪
や
、

小
説
、
ө
画
で
作
ら
れ
、
モ
ル
ヒ
ネ
は

使
っ
て
は
い
け
な
い
薬
に
な
っ
て
し
ま

い
、医
療
用
に
使
わ
れ
る
モ
ル
ヒ
ネ
と

の
۠
別
が
つ
い
て
い
な
い
の
で
す
。

加
え
て
が
ん
の
末
期
に
使
う
薬
、末

期
に
し
か
使
え
な
い
と
薬
と
誤
解
し
て

い
る
医
療
者
も
大
変
多
く
、誤
解
が
誤

解
を
૿
෯
さ
せ
て
い
る
の
で
す
。

―
会
員
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
に
東
海

支
部
は
ど
う
対
応
し
て
い
ま
す
か
。

ま
ず
は
傾
聴
の
ਫ਼
ਆ
で
痛
み
の
ਏ
さ

を
お
聞
き
し
ま
す
。
ほ
と
ん
ど
が
非
が

ん
に
よ
る
痛
み
の
相
談
で
す
。

ֻ
か
り
つ
け
医
の
い
る
方
に
は
、

「『
痛
み
が
取
れ
て
い
な
い
、
痛
み
を

取
っ
て
ほ
し
い
』と
は
っ
き
り
告
げ
ま

し
ょ
う
。
ୠ
し
、医
師
も
人
間
な
の
で
、

言
い
方
に
は
気
を
ݣ
わ
れ
た
方
が
よ
い

で
し
ょ
う
」と
ॿ
言
し
て
い
ま
す
。

現
在
、ֻ
か
り
෇
け
医
が
い
な
い
方

に
は
、パ
ι
ί
ン
で
相
談
者
の
住
所
ۙ

く
の
ペ
イ
ン
医（
強
い
非
が
ん
の
痛
み

に
モ
ル
ヒ
ネ
を
使
わ
れ
る
か
ど
う
か
は

分
か
り
ま
せ
ん
が
）を
調
べ
て
お
知
ら

せ
し
て
い
ま
す
。
今
の
と
こ
ろ
、そ
ん

な
こ
と
し
か
出
来
ま
せ
ん
。

―
協
会
と
し
て
こ
の
問
題
に
ど
う
取

り
組
ん
で
い
く
考
え
で
し
ょ
う
か
。

協
会
の「
尊
厳
死
の
宣
言
書
」第
�
項

は
、「
私
の
苦
痛
を
和
ら
げ
る
た
め
に

は
、麻
薬
な
ど
の
適
切
な
使
用
に
よ
り

े
分
な
緩
和
医
療
を
行
っ
て
下
さ
い
」

と
あ
り
ま
す
。

が
ん
だ
け
で
な
く
非
が
ん
の
強
い
痛

み
を
モ
ル
ヒ
ネ
で
治
療
さ
れ
る
医
師
、

医
療
ػ
関
を
、必
要
と
し
て
い
る
患
者

さ
ん
に
ܨ
げ
る
役
割
の
必
要
性
を
痛
感

し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、そ
う
い
う
医

師
、医
療
ػ
関
の
名
฽
作
り
に
ண
手
し

た
い
と
、ま
ず
手
始
め
に
愛
知
県
に
モ

ル
ヒ
ネ
ొ
࿥
医
の
৘
報
ެ
開
੥
求
を
し

て
い
ま
す
。

協
会
の
ड
༰
協
力
医
師
も
１
２
０
０

名
お
ら
れ
ま
す
か
ら
、そ
の
医
師
に
も

ಉ
じ
よ
う
に
、と
考
え
て
い
ま
す
。

多
く
の
会
員
は
、尊
厳
死
は
痛
み
の

な
い
自
然
死
で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
期
଴
に
応
え
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

『
痛
み
は
と
れ
る
』出
版
の「
次
の
一
歩
」

Ϟ
ϧ
ώ
ω
࢖
う
ҩ
師
を
୳
ͦ
う

ฉ
͖
ख
・
ձ
ใ
編
集
部
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編
集
後
記

˔
ঁ
༏
、
໦
಺
Έ
Ͳ
Γ
͞
Μ
ͷ
Π
ϯ
λ

Ϗ
ỿ
ồ
Ͱ
͸
ࣗ
শủ
΁
ͦ
ۂ
͕
Γ
Ứͷ
ห
͕

ฒ
Μ
Ͱ
͍
·
͢
Ố
ए
͖
೔
ͷ
ೖ
会
΋
ͦ
ͷ

事
຿
ہ
か
Β
　
͓
ئ
͍

˔
会
員
番
号
に
つ
い
て

・
協
会
へ
の
様
々
な
問
合
せ
や
連
絡（
住
所

変
更
、カ
ー
ド
再
発
行
、会
費
支
払
、医
療

相
談
の
お
申
込
み
等
）に
は
、会
員
番
号

（
会
員
証
や
宣
言
書
コ
ピ
ー
に
記
載
）が
必

要
で
す
。
お
手
元
に
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

●
会
費
に
つ
い
て

・
会
費
は
年
１
回
お
支
払
い
い
た
だ
き
ま

す
。
会
報
が
緑
色
の
ビ
ニ
ー
ル
封
筒
で
届

い
た
ら
会
費
の
納
入
時
期
で
す
。
封
筒
の

表
に「
年
会
費
払
込
票
在
中
」と
印
刷
し
て

あ
り
ま
す
。

・
こ
の
払
込
票
に
は
、会
員
の
住
所
が
省
略

さ
れ
て
い
ま
す
。転
居
の
ご
連
絡
以
外
は
、

次号は、2016年4月1日発行

協会会員：11万 8103人
（2015年 11月30日現在）
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住
所
の
記
入
は
不
要
で
す
。

・
振
込
手
数
料
の
安
い
コ
ン
ビ
ニ
払
い
を
お

勧
め
し
て
い
ま
す
。

・
会
費
の
振
り
込
み
を
証
明
す
る
領
収
書
は
、

念
の
た
め
１
年
間
保
存
し
て
く
だ
さ
い
。

˔
退
会
の
手
続
き

・
退
会
に
は
会
員
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

本
部
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
会

員
が
お
亡
く
な
り
に
な
っ
た
場
合
は
、ご

遺
族
か
ら
の
ご
連
絡
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

ҩྍ૬ஊʢ௨࿩ແྉʣ
0��0��7���7�
病気や医療、特に終末期の医療について
心配ごと、困りごとを専門の相談員がお聴きし、
サポートいたします。

月・水・金曜日午後 1時～ 5時（変更あり）

ϦϏϯάɾ΢Πϧ
ʕ͍のͪのҨݴঢ়ʕ
LWを紹介する20分のDVD（協会制作・発
行）。お友達にLWを広めるためにご活用
を！ご注文は、協会書籍
と同じく協会事務局ま
で。税・送料込み1100円。
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北陸支部
〒920-0902 金沢市尾張町1-7-1 山崎法律事務所内
TEL：076-232-0900　FAX：076-232-0932

関西支部
〒532-0003 大阪市淀川区宮原4-1-46 新大阪北ビル702号
TEL：06-4866-6365　FAX：06-4866-6375

中国地方支部
〒730-0024 広島市中区西平塚町2-10
TEL：082-244-2039　FAX：082-244-2048

四国支部
〒790-0067 松山市大手町1-8-16 二宮ビル3F B
TEL：089-993-6356　FAX：089-993-6357

九州支部
〒810-0001 福岡市中央区天神1-16-1 毎日福岡会館5階
TEL：092-724-6008　FAX：092-724-6008 

北海道支部
〒060-0807 札幌市北区北7条西２丁目6  37山京ビル801
TEL：011-736-0290　FAX：011-299-3186

東北支部
〒980-0811 仙台市青葉区一番町1-12-39
　　　　　  旭開発第2ビル703号室
TEL：022-217-0081　FAX：022-217-0082

関東甲信越支部
〒113-0033 東京都文京区本郷2-27-8 太陽館ビル501
TEL：03-5689-2100　FAX：03-5689-2141

東海支部
〒453-0832 名古屋市中村区乾出町2-7 正和ビル２階
　　　　　　なかむら公園前法律事務所内
TEL：052-481-6501　FAX：052-486-7389

〒113-0033 東京都文京区本郷2-27-8 太陽館ビル501
TEL：03-3818-6563　FAX：03-3818-6562
メール　info@songenshi-kyokai.com

ホームページ　http://www.songenshi-kyokai.com
郵便振替口座　東京00130-6-16468

尊厳死の宣言書
（リビング・ウイル　Living Will）

私は、私の傷病が不治であり、かつ死が迫っていたり、生命維持措置無しでは生存できない状態に
陥った場合に備えて、私の家族、縁者ならびに私の医療に携わっている方々に次の要望を宣言いた
します。
この宣言書は、私の精神が健全な状態にある時に書いたものであります。
したがって、私の精神が健全な状態にある時に私自身が破棄するか、または撤回する旨の文書を
作成しない限り有効であります。

①  私の傷病が、現代の医学では不治の状態であり、既に死が迫っていると診断された
       場合には、ただ単に死期を引き延ばすためだけの延命措置はお断りいたします。

②  ただしこの場合、私の苦痛を和らげるためには、
　  麻薬などの適切な使用により十分な緩和医療を行ってください。

③  私が回復不能な遷延性意識障害(持続的植物状態)に陥った時は
       生命維持措置を取りやめてください。

以上、私の宣言による要望を忠実に果たしてくださった方々に深く感謝申し上げるととも
に、その方々が私の要望に従ってくださった行為一切の責任は私自身にあることを付記い
たします。

本部

リビング・ウイルの
勧め

日本尊厳死協会は、命の終わりが近づいたら自然のままに寿命を迎え、延命措置を望ま
ない意思を表したリビング・ウイル「尊厳死の宣言書」を発行、その普及に努めています。
お友だちやお知り合いに協会や「宣言書」のことをお伝えいただければと願っています。

各支部のホームページへのアクセスは、本部ホームページからのリンクをご利用ください。

23



出版案内
日本尊厳死協会が会員の皆様にお勧めする必読の書。好評発売中です。

お求めは協会事務局で
いずれも 1100 円（税・送料込）。お名前、住所、購入希望本を明記のうえ、代金を現金書留または定額小為替か切手相当額を同封して
協会事務局（〒113-0033 東京都文京区本郷2-27-8 太陽館ビル501）宛に郵送してください。

医療用麻薬のモルヒネ
適正使用で「痛み」はとれる

人生の最期で迷わないために
尊厳死の「不治かつ末期」
専門医が病態ごとに「不治かつ末期」を分かりやすく説明して
います。あなたの「？」に答えがあります。

▼がんの末期
人工的な栄養・水分の補給は、かえって苦しみを増す？

▼持続的植物状態
延命措置の事前意思表示がない場合、医師や家族はどうしたら？

▼腎不全
「余命」宣告後に、医師から透析療法を勧められたら？

▼救急医療
日本救急医学会が示す「終末期」の判断とは？

▼認知症
「不治かつ末期」をどう考える、延命措置は？

▼老衰
天寿を全うする「老衰死」。平穏な死を妨げるものは何か？

自分の終末期にどのような医療を望むのか、望まないのか。医師た
ちは「具体的な意思表示が大切」と訴えています。

◎激痛から解放された
「痛みが取れ、夜よく眠れて、食欲も出てきた。夢のようです」
― モルヒネの投与で激痛から解放された患者の喜びの声
です。
◎誤解されているモルヒネ
モルヒネの「中毒になり、死期を早める」「がん末期にしか使えない」
といった誤解は、世界の医学界が否定しています。適正に使用す
れば「鎮痛薬の王者」なのです。
◎がん以外の痛みにも効果
帯状疱疹後神経痛、ロコモティブシンドローム、骨粗鬆症による脊
椎の圧迫骨折、バージャー病、閉そく性動脈硬化症など、がん以
外の痛みにも効果があります。
◎専門医がアドバイス
執筆者の１人、加藤佳子医師は、「痛みは本人にしか分からない。
我慢しないで、医師に『痛みを取ってください』と言いましょう」と呼
びかけています。

一般財団法人

日本尊厳死協会

発
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不
治
か
つ
末
期
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具
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モ
ル
ヒ
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鎮
痛
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尊
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と
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す
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